
「議会だより」の写真を 
随時募集しています！ 

新年度予算特集 

平成29年第1回定例会 

今回のピックアップ（新総合調理センター） 

町政を問う（一般質問） 
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■
父
親
が
寝
た
き
り
に
な
り
、
１
年
以
上
た
ち
ま
し
た
が
在

宅
介
護
に
な
れ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
家
族
で
支
え

な
が
ら
在
宅
介
護
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
問
題
点
も
多
く
国

を
は
じ
め
各
市
町
村
も
考
え
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
、
今
後
も
自
分
の
経
験
や
皆
様
の
お
話
を
生
か

し
た
意
見
を
発
言
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
渡
邉
） 

 ■
「
自
ら
の
過
ち
を
指
摘
し
て
く
れ
る
人
を
、
財
宝
の
在
り

か
を
教
え
て
く
れ
る
人
の
よ
う
に
思
え
」
 

で
も
、
実
際
に
自
分
へ
の
忠
告
を
受
け
入
れ
る
の
は
、
と
て

も
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
自
分
の
欠
点
は
見
え
に

く
い
も
の
、
自
分
の
た
め
に
教
え
諭
し
て
く
れ
る
人
は
少
な

い
も
の
で
す
。
感
謝
・
感
謝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
） 

 ■
仕
事
は
常
に
人
間
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
人
間
の
つ
な
が
り

に
よ
っ
て
進
行
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
人
間
関

係
の
輪
が
大
き
く
な
れ
ば
、
同
時
に
仕
事
の
輪
も
大
き
く
な

る
。
人
間
同
士
の
信
頼
が
深
ま
れ
ば
仕
事
の
輪
の
内
容
は
豊

か
に
充
実
し
て
く
る
。
強
い
信
頼
で
結
ば
れ
た
人
間
関
係
こ

そ
す
べ
て
の
仕
事
の
基
盤
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（
大
塚
） 

 ■
新
聞
の
記
事
、
あ
る
小
学
校
の
分
数
の
授
業
で
、
４
個
の

り
ん
ご
を
３
人
で
均
等
に
わ
け
て
く
だ
さ
い
―
―
―
生
徒
の

「
ミ
キ
サ
ー
で
全
部
ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
仲
良
く
分
け
ま
す
」

と
の
答
え
に
、
立
派
な
正
解
で
す
と
あ
っ
た
。
先
入
観
が
な

い
、
新
し
い
角
度
か
ら
の
考
え
、
常
識
の
壁
を
打
ち
破
る
柔

軟
な
思
考
と
勇
気
が
視
界
を
大
き
く
変
え
る
か
も
。
（
木
下
） 

 ■
「
き
ょ
う
い
く
」
と
「
き
ょ
う
よ
う
」
の
ま
ち
。
今
日
行

く
と
こ
ろ
が
あ
る
、
今
日
用
が
あ
る
、
つ
ま
り
一
人
一
人
が

自
分
は
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
使
命
感
や
役
割
を
も
っ

て
主
体
的
に
活
動
で
き
る
街
に
し
た
い
と
い
う
愛
知
県
長
久

手
市
長
の
言
葉
。
高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い
町
と
は
、

み
ん
な
が
そ
う
思
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
（
加
藤
） 
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表紙の題字 

「　　」は 

北小6年 

岩田 晃生 さんの 

作品です 

いわ こう た せい 

　
２
月
に
御
嵩
町
へ
伺
い
ま
し
た
。

御
嵩
町
議
会
は
昨
年
度
に
誌
面

を
一
新
し
、
そ
の
後
も
様
々
な

手
法
を
試
さ
れ
る
な
ど
意
欲
的

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
学
ぶ
べ
き
点
が
数
多
く
あ
り
、

我
々
も
よ
り
良
い
誌
面
を
目
指

し
改
良
を
重
ね
て
い
き
ま
す
の

で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

広
報
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た 

花を咲かせ華麗な一振り！ 
（町民ソフトボール大会） 

ぎなん議会だより　第26号 20



平成29年度の一般会計予算は80億9900万円となりました。 
前年度と比較して、5億4700万円、7.2%の増になります。 
現在建設中の新総合調理センターの建設にかかる費用が増額の主な要因で、過去
最大の予算となりました。老朽化した建物の更新が続いており、公共施設等総合
管理計画に基づいて、健全な財政を維持しながら計画的に整備していきます。 

新年度 
予算 

を過ごせる町を目指して!町民が安心して一生 を過ごせる町を目指して!町民が安心して一生 

一般会計 
80億9900万円 対前年度比【7.2%増】 

学官連携事業 

海外交流団派遣事業 
（台湾三星郷交流事業） 

特定創業支援事業 

岐南さくら中保育園建て替えに伴う 
屋外運動場改修事業 

待機児童解消促進事業 

乳がん検診対象者拡大事業 

大腸がん検診無料化事業 

ごみ減量モニター事業 

わんぱく広場整備事業 

北組歩道橋修繕事業 

八剣北公園再整備事業 

県消防操法大会出場事業 

特設公衆電話設置事業 

教職員研修プラン事業 

東小学校芝生化事業 

中学校防音補助事業 
（防音サッシ・空調機器） 

芸術環境づくり事業 

図書館宅配貸し出しサービス事業 

スポーツ強化選手育成事業 

特別支援教育担当指導主事 
配置事業 

地域リハビリテーション活動 
支援事業 

下水道事業の地方公営企業法 
適用移行事業 

ま
ち
づ
く
り 

子
育
て 

健
康 

環
境 

イ
ン
フ
ラ
整
備 

防
災 

教
育 

福
祉 

行
革 

コミュニティータクシー停留所増設事業 

停留所を設置したい事業者（医
療機関・飲食店など）を募り、
10月から停留所を増設します。 
事業者は停留所を設置する代わ
りに、年間登録料20,000円を負
担します。 

地域活動支援センター事業 

福祉サービス事業所の職員が民
間企業で行っている業務を習得
し、民間企業内で障害者の指導
をして職業訓練を実施します。
期間はおおむね2年間とし、一
般就労を目指します。 
障害者が支援を受ける側から納
税する側へ変わり、自立した生
活を送ることで、意欲向上や地
域社会への参画が期待できます。 

高齢者活躍サポート事業 

いつまでも元気で地域社会に参
加できるよう身体のケアを行い、
健康を維持していただくための
支援として、やすらぎ苑、くつ
ろぎ苑、老人福祉センターへ国
家資格を有するマッサージ師を
派遣する事業です。 

岐南さくら中保育園建て替え事業 

築41年が経過し老朽化が進んで
いることから、国・県の補助金
を活用し、北小敷地内での建て
替えを予定しています。 
給食の自園調理、未満児保育の
実施、地域の幼児教育・保育ニ
ーズに対応するため、幼保連携
型認定子ども園への移行を予定
しており、小学校との連携を強
化していきます。 

臨時財政対策債を増発していることにより、各地方公共団体の財政運営に支障が生じているの
ではないですか？ 

臨時財政対策債は、地方財政収支の不足額を補てんするため、各地方公共団体が特例として起
こしてきた地方債です。その元利償還金相当額については、全額を後年度地方交付税の基準財
政需要額に算入することとされ、各地方公共団体の財政運営に支障が生ずることのないよう措
置されています。したがって、臨時財政対策債の増発によって、各地方公共団体の財政の健全
性が損なわれることはありません。　　　　　　　　　　　　　　　（総務省｜地方債｜Q＆A） 

Q

A

Q

A

一般会計 

国民健康保険 

介護保険 

後期高齢者医療 

下水道事業 

羽島郡二町教育委員会 

総計 

8,099,000 

3,208,757 

1,686,486 

429,137 

877,624 

165,629 

14,466,633

特
別
会
計 

（単位：千円） 
（単位：千円） 

4,572,631

臨時財政対策債 
2,502,920

普通債その他 
2,069,711

起債 
（借金） 

基金 
（貯金） 3,936,678

平成28年度末の残高見込み 

平成29年度の 主な新規事業 
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平成29年度の一般会計予算は80億9900万円となりました。 
前年度と比較して、5億4700万円、7.2%の増になります。 
現在建設中の新総合調理センターの建設にかかる費用が増額の主な要因で、過去
最大の予算となりました。老朽化した建物の更新が続いており、公共施設等総合
管理計画に基づいて、健全な財政を維持しながら計画的に整備していきます。 

新年度 
予算 

を過ごせる町を目指して!町民が安心して一生 を過ごせる町を目指して!町民が安心して一生 

一般会計 
80億9900万円 対前年度比【7.2%増】 

学官連携事業 

海外交流団派遣事業 
（台湾三星郷交流事業） 

特定創業支援事業 

岐南さくら中保育園建て替えに伴う 
屋外運動場改修事業 

待機児童解消促進事業 

乳がん検診対象者拡大事業 

大腸がん検診無料化事業 

ごみ減量モニター事業 

わんぱく広場整備事業 

北組歩道橋修繕事業 

八剣北公園再整備事業 

県消防操法大会出場事業 

特設公衆電話設置事業 

教職員研修プラン事業 

東小学校芝生化事業 

中学校防音補助事業 
（防音サッシ・空調機器） 

芸術環境づくり事業 

図書館宅配貸し出しサービス事業 

スポーツ強化選手育成事業 

特別支援教育担当指導主事 
配置事業 

地域リハビリテーション活動 
支援事業 

下水道事業の地方公営企業法 
適用移行事業 

ま
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コミュニティータクシー停留所増設事業 

停留所を設置したい事業者（医
療機関・飲食店など）を募り、
10月から停留所を増設します。 
事業者は停留所を設置する代わ
りに、年間登録料20,000円を負
担します。 

地域活動支援センター事業 

福祉サービス事業所の職員が民
間企業で行っている業務を習得
し、民間企業内で障害者の指導
をして職業訓練を実施します。
期間はおおむね2年間とし、一
般就労を目指します。 
障害者が支援を受ける側から納
税する側へ変わり、自立した生
活を送ることで、意欲向上や地
域社会への参画が期待できます。 

高齢者活躍サポート事業 

いつまでも元気で地域社会に参
加できるよう身体のケアを行い、
健康を維持していただくための
支援として、やすらぎ苑、くつ
ろぎ苑、老人福祉センターへ国
家資格を有するマッサージ師を
派遣する事業です。 

岐南さくら中保育園建て替え事業 

築41年が経過し老朽化が進んで
いることから、国・県の補助金
を活用し、北小敷地内での建て
替えを予定しています。 
給食の自園調理、未満児保育の
実施、地域の幼児教育・保育ニ
ーズに対応するため、幼保連携
型認定子ども園への移行を予定
しており、小学校との連携を強
化していきます。 

臨時財政対策債を増発していることにより、各地方公共団体の財政運営に支障が生じているの
ではないですか？ 

臨時財政対策債は、地方財政収支の不足額を補てんするため、各地方公共団体が特例として起
こしてきた地方債です。その元利償還金相当額については、全額を後年度地方交付税の基準財
政需要額に算入することとされ、各地方公共団体の財政運営に支障が生ずることのないよう措
置されています。したがって、臨時財政対策債の増発によって、各地方公共団体の財政の健全
性が損なわれることはありません。　　　　　　　　　　　　　　　（総務省｜地方債｜Q＆A） 
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1,686,486 

429,137 

877,624 

165,629 

14,466,633

特
別
会
計 

（単位：千円） 
（単位：千円） 

4,572,631

臨時財政対策債 
2,502,920

普通債その他 
2,069,711

起債 
（借金） 

基金 
（貯金） 3,936,678

平成28年度末の残高見込み 

平成29年度の 主な新規事業 
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北
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
契
約
 

や
す
ら
ぎ
苑
施
設
整
備
 

北
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
契
約
 

や
す
ら
ぎ
苑
施
設
整
備
 

平
成
二
十
九
年
第
一
回
定
例
会
 

平
成
二
十
九
年
第
一
回
定
例
会
 

平
成

２９
年
３
月
２
日
〜

２４
日
　

２３
日
間
 

個
人
情
報
保
護
法
及
び
番
号
法
が
併
せ
て

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
個
人
情
報
保
護

条
例
の
規
定
整
備
を
図
る
た
め
改
正
を
行
い

ま
し
た
。
 

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族

介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律

の
改
正
等
に
伴
い
、
育
児
又
は
介
護
を
行
う

職
員
の
超
過
勤
務
の
免
除
規
定
、
介
護
時
間

の
新
設
等
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
 

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族

介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
育
児
休
業
等
の
対
象
と
な

る
「
子
」
の
範
囲
の
拡
大
、
非
常
勤
職
員
の

育
児
休
業
取
得
に
係
る
要
件
の
緩
和
を
行
い

ま
し
た
。
 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
教
育
長
が
常

勤
の
特
別
職
に
位
置
付
け
ら
れ
た
た
め
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
教
育
長
は
法
律
又

は
条
例
に
よ
り
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を

除
く
ほ
か
は
職
務
に
専
念
す
る
義
務
が
加
え

ら
れ
た
た
め
、
教
育
長
の
職
務
に
専
念
す
る

義
務
の
特
例
を
定
め
ま
し
た
。
 

消
費
税

１０
%
へ
の
引
き
上
げ
が
延
期
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
財
源
に
実
施
し
て

い
る
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
平
成

２９

年
度
に
つ
い
て
も
現
行
の
第
一
段
階
の
保
険

料
軽
減
の
み
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
従
来
の
委
員

長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た
教
育
長
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
新
た
な
教
育

長
の
選
任
方
法
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
０
１
０
万
円

を
増
額
し
、

８４
億
７
７
５
万
４
千
円
と
し
ま

し
た
。
 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
５
３
０
万
２
千
円

を
減
額
し
、

３１
億
３
９
８
０
万
円
と
し
ま
し

た
。
 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
８
９
万
４
千
円

を
減
額
し
、

１６
億
１
０
４
８
万
２
千
円
と
し

ま
し
た
。
 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
２
万
１
千
円
を

減
額
し
、
４
億
３
１
８
４
万
円
と
し
ま
し
た
。
 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
８
４
万
７
千
円

を
減
額
し
、
８
億
５
６
４
５
万
７
千
円
と
し

ま
し
た
。
 

予
算
総
額
は
、

８０
億
９
９
０
０
万
円
で
前

年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、
７
・
２
%

の
増
加
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在
建
設

中
の
新
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー
建
設
に
係
る
費

用
が
主
な
要
因
で
す
。
 

予
算
額
は
、

３２
億
８
７
５
万
７
千
円
に
な

り
ま
す
。
 

予
算
総
額
は
、

１６
億
８
６
４
８
万
６
千
円

に
な
り
ま
す
。
 

予
算
総
額
は
、
４
億
２
９
１
３
万
７
千
円

に
な
り
ま
す
。
 

予
算
総
額
は
、
８
億
７
７
６
２
万
４
千
円

に
な
り
ま
す
。
 

予
算
総
額
は
、
１
億
６
５
６
２
万
９
千
円

で
す
。
 

新
年
度
の
業
務
予
定
量
は
、
給
水
件
数
９

６
５
０
件
、
年
間
総
給
水
量
３
３
２
万
５
千

立
方
メ
ー
ト
ル
、
一
日
平
均
給
水
量
９
１
１

０
立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
ま
し
た
。
 

水
道
事
業
収
益
３
億
９
１
９
万
５
千
円
、

水
道
事
業
費
用
２
億
６
３
４
４
万
３
千
円
、

配
水
設
備
工
事
費
２
億
１
２
９
１
万
１
千
円
、

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。
 

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
の
改
正

を
行
い
、
医
療
分
の
賦
課
限
度
額
が

５２
万
円

か
ら

５４
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
の

賦
課
限
度
額
が

１７
万
円
か
ら

１９
万
円
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
法
施
工
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
低
所
得
者
の
軽
減
判

定
基
準
に
お
い
て
、
被
保
険
者
等
１
人
に
つ

き
加
算
す
る
金
額
を
改
め
ま
し
た
。
 

岐
建
株
式
会
社
岐
阜
営
業
所
と
契
約
し
て

い
る
新
岐
南
町
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー
建
設
工

業
（
建
築
工
事
）
の
工
事
費
を
９
７
７
万
２

９
２
０
円
増
額
し
、
総
額
４
億
６
１
２
１
万

２
９
２
０
円
で
変
更
契
約
を
し
ま
し
た
。
 

株
式
会
社
中
部
空
調
サ
ー
ビ
ス
と
契
約
し

て
い
る
新
岐
南
町
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー
建
設

工
事
（
機
械
設
備
工
事
）
の
工
事
費
を
６
３

５
万
５
８
０
０
円
増
額
し
、
総
額
３
億
５
４

１
１
万
５
８
０
０
円
で
変
更
契
約
を
し
ま
し

た
。
 

北
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
（
建
築
工
事
）

の
請
負
契
約
を
岐
阜
市
領
下
、
株
式
会
社
丸

泰
と
２
億
１
６
０
０
万
円
で
契
約
を
し
ま
し

た
。
工
期
は
、
平
成

２９
年

１０
月

３１
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
 

北
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
（
電
気
設
備

工
事
）
の
請
負
契
約
を
岐
阜
市
坂
井
町
、
山

一
電
機
株
式
会
社
と
４
２
７
６
万
８
千
円
で

契
約
を
し
ま
し
た
。
工
期
は
、
平
成

２９
年

１０

月
３１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会
の
教
育
長
に

宮
脇
恭
顯
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成

３２
年
３
月

３１
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
 

人
権
擁
護
委
員
に
現
任
の
堀
場
賢
一
氏
と

宮
川
祐
三
氏
、
新
任
の
井
波
明
美
氏
が
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

２９
年
７
月
１
日

か
ら
平
成

３２
年
６
月

３０
日
ま
で
で
す
。
 

議
案
第
１
号
　
岐
南
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

議
案
第
６
号
　
岐
南
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

議
案
第
３
号
　
岐
南
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
 

議
案
第
８
号
　
平
成

２８
年
度
岐
南
町
一
般

会
計
補
正
予
算
 

議
案
第
７
号
　
羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会

共
同
設
置
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
 

議
案
第
１３
号
　
平
成

２９
年
度
岐
南
町
一
般

会
計
予
算
 

議
案
第
１２
号
　
平
成

２８
年
度
岐
南
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

議
案
第
１０
号
　
平
成

２８
年
度
岐
南
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
 

議
案
第
１１
号
　
平
成

２８
年
度
岐
南
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
 

議
案
第
５
号
　
教
育
長
の
職
務
に
専
念
す

る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例
 

議
案
第
１５
号
　
平
成

２９
年
度
岐
南
町
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
４
号
　
教
育
長
の
給
与
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
 

議
案
第
２
号
　
岐
南
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
 

議
案
第
１６
号
　
平
成

２９
年
度
岐
南
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
１７
号
　
平
成

２９
年
度
岐
南
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
９
号
　
平
成

２８
年
度
岐
南
町
国
民

健
康
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
 

議
案
第

２０
号
　
岐
南
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

議
案
第
１９
号
　
平
成

２９
年
度
岐
南
町
水
道

事
業
会
計
予
算
 

議
案
第
１８
号
　
平
成

２９
年
度
羽
島
郡
二
町

教
育
委
員
会
特
別
会
計
予
算
 

議
案
第

２１
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
 

議
案
第

２４
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
北

小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
（
電
気
設
備
工

事
）
）
 

議
案
第

２３
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
北

小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
（
建
築
工
事
）
）
 

議
案
第

２２
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

同
意
第
１
号
　
教
育
長
の
任
命
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
 

諮
問
第
１
号
　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
 

議
案
第
１４
号
　
平
成

２９
年
度
岐
南
町
国
民

健
康
保
健
特
別
会
計
予
算
 

決
定
 

同
意
 

適
任
 

岐南カップ“2017” 
グラウンド・ゴルフ大会 

ご応募ありがとうございました。 

フ ォ ト 

ギ ャ ラ リ ー 
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や
す
ら
ぎ
苑
施
設
整
備
 

平
成
二
十
九
年
第
一
回
定
例
会
 

平
成
二
十
九
年
第
一
回
定
例
会
 

平
成

２９
年
３
月
２
日
〜

２４
日
　

２３
日
間
 

個
人
情
報
保
護
法
及
び
番
号
法
が
併
せ
て

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
個
人
情
報
保
護

条
例
の
規
定
整
備
を
図
る
た
め
改
正
を
行
い

ま
し
た
。
 

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族

介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律

の
改
正
等
に
伴
い
、
育
児
又
は
介
護
を
行
う

職
員
の
超
過
勤
務
の
免
除
規
定
、
介
護
時
間

の
新
設
等
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
 

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族

介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
育
児
休
業
等
の
対
象
と
な

る
「
子
」
の
範
囲
の
拡
大
、
非
常
勤
職
員
の

育
児
休
業
取
得
に
係
る
要
件
の
緩
和
を
行
い

ま
し
た
。
 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
教
育
長
が
常

勤
の
特
別
職
に
位
置
付
け
ら
れ
た
た
め
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
教
育
長
は
法
律
又

は
条
例
に
よ
り
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を

除
く
ほ
か
は
職
務
に
専
念
す
る
義
務
が
加
え

ら
れ
た
た
め
、
教
育
長
の
職
務
に
専
念
す
る

義
務
の
特
例
を
定
め
ま
し
た
。
 

消
費
税

１０
%
へ
の
引
き
上
げ
が
延
期
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
財
源
に
実
施
し
て

い
る
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
平
成

２９

年
度
に
つ
い
て
も
現
行
の
第
一
段
階
の
保
険

料
軽
減
の
み
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
従
来
の
委
員

長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た
教
育
長
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
新
た
な
教
育

長
の
選
任
方
法
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
０
１
０
万
円

を
増
額
し
、

８４
億
７
７
５
万
４
千
円
と
し
ま

し
た
。
 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
５
３
０
万
２
千
円

を
減
額
し
、

３１
億
３
９
８
０
万
円
と
し
ま
し

た
。
 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
８
９
万
４
千
円

を
減
額
し
、

１６
億
１
０
４
８
万
２
千
円
と
し

ま
し
た
。
 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
２
万
１
千
円
を

減
額
し
、
４
億
３
１
８
４
万
円
と
し
ま
し
た
。
 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
８
４
万
７
千
円

を
減
額
し
、
８
億
５
６
４
５
万
７
千
円
と
し

ま
し
た
。
 

予
算
総
額
は
、

８０
億
９
９
０
０
万
円
で
前

年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、
７
・
２
%

の
増
加
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在
建
設

中
の
新
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー
建
設
に
係
る
費

用
が
主
な
要
因
で
す
。
 

予
算
額
は
、

３２
億
８
７
５
万
７
千
円
に
な

り
ま
す
。
 

予
算
総
額
は
、

１６
億
８
６
４
８
万
６
千
円

に
な
り
ま
す
。
 

予
算
総
額
は
、
４
億
２
９
１
３
万
７
千
円

に
な
り
ま
す
。
 

予
算
総
額
は
、
８
億
７
７
６
２
万
４
千
円

に
な
り
ま
す
。
 

予
算
総
額
は
、
１
億
６
５
６
２
万
９
千
円

で
す
。
 

新
年
度
の
業
務
予
定
量
は
、
給
水
件
数
９

６
５
０
件
、
年
間
総
給
水
量
３
３
２
万
５
千

立
方
メ
ー
ト
ル
、
一
日
平
均
給
水
量
９
１
１

０
立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
ま
し
た
。
 

水
道
事
業
収
益
３
億
９
１
９
万
５
千
円
、

水
道
事
業
費
用
２
億
６
３
４
４
万
３
千
円
、

配
水
設
備
工
事
費
２
億
１
２
９
１
万
１
千
円
、

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。
 

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
の
改
正

を
行
い
、
医
療
分
の
賦
課
限
度
額
が

５２
万
円

か
ら

５４
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
の

賦
課
限
度
額
が

１７
万
円
か
ら

１９
万
円
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
法
施
工
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
低
所
得
者
の
軽
減
判

定
基
準
に
お
い
て
、
被
保
険
者
等
１
人
に
つ

き
加
算
す
る
金
額
を
改
め
ま
し
た
。
 

岐
建
株
式
会
社
岐
阜
営
業
所
と
契
約
し
て

い
る
新
岐
南
町
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー
建
設
工

業
（
建
築
工
事
）
の
工
事
費
を
９
７
７
万
２

９
２
０
円
増
額
し
、
総
額
４
億
６
１
２
１
万

２
９
２
０
円
で
変
更
契
約
を
し
ま
し
た
。
 

株
式
会
社
中
部
空
調
サ
ー
ビ
ス
と
契
約
し

て
い
る
新
岐
南
町
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー
建
設

工
事
（
機
械
設
備
工
事
）
の
工
事
費
を
６
３

５
万
５
８
０
０
円
増
額
し
、
総
額
３
億
５
４

１
１
万
５
８
０
０
円
で
変
更
契
約
を
し
ま
し

た
。
 

北
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
（
建
築
工
事
）

の
請
負
契
約
を
岐
阜
市
領
下
、
株
式
会
社
丸

泰
と
２
億
１
６
０
０
万
円
で
契
約
を
し
ま
し

た
。
工
期
は
、
平
成

２９
年

１０
月

３１
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
 

北
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
（
電
気
設
備

工
事
）
の
請
負
契
約
を
岐
阜
市
坂
井
町
、
山

一
電
機
株
式
会
社
と
４
２
７
６
万
８
千
円
で

契
約
を
し
ま
し
た
。
工
期
は
、
平
成

２９
年

１０

月
３１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会
の
教
育
長
に

宮
脇
恭
顯
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成

３２
年
３
月

３１
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
 

人
権
擁
護
委
員
に
現
任
の
堀
場
賢
一
氏
と

宮
川
祐
三
氏
、
新
任
の
井
波
明
美
氏
が
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

２９
年
７
月
１
日

か
ら
平
成

３２
年
６
月

３０
日
ま
で
で
す
。
 

議
案
第
１
号
　
岐
南
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

議
案
第
６
号
　
岐
南
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

議
案
第
３
号
　
岐
南
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
 

議
案
第
８
号
　
平
成

２８
年
度
岐
南
町
一
般

会
計
補
正
予
算
 

議
案
第
７
号
　
羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会

共
同
設
置
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
 

議
案
第
１３
号
　
平
成

２９
年
度
岐
南
町
一
般

会
計
予
算
 

議
案
第
１２
号
　
平
成

２８
年
度
岐
南
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

議
案
第
１０
号
　
平
成

２８
年
度
岐
南
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
 

議
案
第
１１
号
　
平
成

２８
年
度
岐
南
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
 

議
案
第
５
号
　
教
育
長
の
職
務
に
専
念
す

る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例
 

議
案
第
１５
号
　
平
成

２９
年
度
岐
南
町
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
４
号
　
教
育
長
の
給
与
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
 

議
案
第
２
号
　
岐
南
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
 

議
案
第
１６
号
　
平
成

２９
年
度
岐
南
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
１７
号
　
平
成

２９
年
度
岐
南
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
９
号
　
平
成

２８
年
度
岐
南
町
国
民

健
康
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
 

議
案
第

２０
号
　
岐
南
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

議
案
第
１９
号
　
平
成

２９
年
度
岐
南
町
水
道

事
業
会
計
予
算
 

議
案
第
１８
号
　
平
成

２９
年
度
羽
島
郡
二
町

教
育
委
員
会
特
別
会
計
予
算
 

議
案
第

２１
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
 

議
案
第

２４
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
北

小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
（
電
気
設
備
工

事
）
）
 

議
案
第

２３
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
北

小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
（
建
築
工
事
）
）
 

議
案
第

２２
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

同
意
第
１
号
　
教
育
長
の
任
命
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
 

諮
問
第
１
号
　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
 

議
案
第
１４
号
　
平
成

２９
年
度
岐
南
町
国
民

健
康
保
健
特
別
会
計
予
算
 

決
定
 

同
意
 

適
任
 

岐南カップ“2017” 
グラウンド・ゴルフ大会 

ご応募ありがとうございました。 

フ ォ ト 

ギ ャ ラ リ ー 

ぎなん議会だより　第26号 4ぎなん議会だより　第26号 5



総務常任委員会の報告 総務常任委員会の報告 
付託案件：議案8件 

民生建設常任委員会の報告 民生建設常任委員会の報告 
付託案件：議案7件 

綰　今回の改正で従前とどう運用が違うのか。 
綏　個人情報の番号法で決められていない独自利用を、
国の法律と同じように、情報提供等の記録を残すもの
です。 
 

綰　職員が介護、育児で休業する場合、部署によっ
ては少人数のところもあり、休業の間のフォローは
どのように行うのか。 
綏　育児休業に関しては事前にわかることから、定
員の適正化計画に則って職員採用を実施し、介護休
業については、対象職員と協議をして業務が適正に
行われるよう対応します。 
 

綰　制度を活用できるよう職員の意識をどのように
変えていくか。 
綏　改正の内容については全職員、非常勤職員に対
し啓発をし、熟知するよう指導していきます。 
 

綰　教育長の職務に専念する義務とは。 
綏　新教育長は、教育委員会の会務を総理し、教育
委員会を代表し、会議の主宰者、具体的な事務執行
の責任者、事務局の指揮監督者であることから常勤
で職務に専念することが義務づけられます。 
 

綰　教育委員会の最終的な責任者についての考え、又、
二町ということで、一つの町で問題が発生した場合
の組織としての対応は。 
綏　最終的な責任は事案によっては首長となると考え、
各町で起きた諸問題について緊急の場合は、各町の
協議が必要となることから今後、詳細については詰
めていきたいです。 
綰　今後も二町教育委員会として続けていくのか、
単独で運営するのかどのような考えか。 
綏　教育長の任期が3年であることから、この間が検
証する時期と考え、今後、二町が協議をして総合的
に判断していくことになります。 
 

綰　町税の滞納整理の方法及び防止策は。 
綏　税務課から督促状を発送し、未納通知、催告書
の発送後、滞納者には、来庁して窓口納付をしてい
ただいてますが、納付が難しい場合には、相談を受け、
納付計画をたて、納付していただきます。また、現年、
過年度ともに、未納者が増加しています。未納額が
小さい現年の内から根気よく滞納整理を続けていく
ことが大事と考えています。 
綰　自治会絆づくり交付金事業において現場の状況
は。 
綏　今年度は各自治会から200件の事業申請があり、
高齢者福祉、防災訓練等、様々な活動事業がありま
した。開始から6年経過していることから、各自治会
の事業は継続的な事業が多く、固定化しているのが
現状です。 
綰　コミュニティタクシー停留所増設事業で設置場
所が近隣の場合も想定されるが、町の考えは。 
綏　停留所設置負担金年額2万円は、より多くの事業
者に応募していただく為に価格を設定し、年間5社を
想定しています。近隣の応募であっても認めることで、
利便性を高めていきたいです。 

綰　各段階の加入者の割合は。 
綏　 

 

綰　不法投棄監視カメラ移動設置業務委託料、不法
投棄等監視パトロール業務委託料とあるが、職員が
行っているものではないか。 
綏　監視カメラ移動時の日程調整、時間帯等に制約
があり、委託を予定しています。 
綰　高齢者活躍サポート事業補助金の内容は。 
綏　マッサージ等を通じ健康維持を図るため、施術
師の送迎等のサポートを行う事業で人件費の2分の1を
補助するものです。 
綰　成年後見制度支援費の内容は。 
綏　後見人が選任された後、後見人報酬の費用負担
が困難な方について、成年後見人報酬を助成する事業、
1か月あたり、在宅の方は28,000円、施設入所者は
18,000円助成を行います。 
綰　岐南町ごみ減量モニターに関し、モニターに対し、
どのような報告を求めるのか。 
綏　具体的な報告方法は検討中です。 
綰　児童福祉総務費の人件費が15人から6人に減った
理由は。 
綏　28年度当初は北保育教育園と中保育教育園の保育
士の分が計上されていましたが、民営化に伴い、29年
度は子育て支援課の職員分のみとなっています。 
 

綰　維持管理費に対する見通し、災害時の対策は。 
綏　上下水とも使用料は少子高齢化に伴い、今後減
少が見込まれます。減価償却費等を用い、西水源地
の更新、耐震化工事など総合的に検討し活用してい
きます。 
　災害対策としては3つの水源地を結ぶループ化と、
26年に定めた各校区2箇所ずつの重要拠点を結ぶ路線
を優先的に行っていきます。 
綰　水道代の引き上げは、ここ2、3年の内に考えて
いないか。 
綏　県内33番目の低水準にあり、今後維持修繕の費用
が見込まれるため、数年後には検討することになり
ます。 
 

段階 
第1段階 
第2段階 
第3段階 
第4段階 
第5段階 
第6段階 
第7段階 
第8段階 
第9段階 

計 

所得に応じた保険料 
33,000円 
49,500円 
49,500円 
59,400円 
66,000円 
79,200円 
85,800円 
99,000円 

112,200円 

加入者数※ 

803名 
304名 
299名 

1,010名 
744名 
945名 
574名 
416名 
586名 

5,681名 

加入者割合 
14% 

6% 
5% 

18% 
13% 
17% 
10% 

7% 
10%

第1段階 

第2段階 

第3段階 

第4段階 

第5段階 

第6段階 

第7段階 

第8段階 
第9段階 

介護保険料段階別の加入者割合 

※3月時点での見込み人数になります。 

議案第1号 

個人情報保護条例の一部改正 

議案第13号 

平成29年度一般会計予算（関係部分） 

議案第2号 

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 

議案第7号 

羽島郡二町教育委員会共同設置規約の変更に関す

る協議 

議案第3号 

職員の育児休業等に関する条例の一部改正 

議案第5号 

教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例 

議案第6号 

介護保険条例の一部改正 

議案第19号 

平成29年度水道事業会計予算 

議案第13号 

平成29年一般会計予算（関係部分） 
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総務常任委員会の報告 総務常任委員会の報告 
付託案件：議案8件 

民生建設常任委員会の報告 民生建設常任委員会の報告 
付託案件：議案7件 

綰　今回の改正で従前とどう運用が違うのか。 
綏　個人情報の番号法で決められていない独自利用を、
国の法律と同じように、情報提供等の記録を残すもの
です。 
 

綰　職員が介護、育児で休業する場合、部署によっ
ては少人数のところもあり、休業の間のフォローは
どのように行うのか。 
綏　育児休業に関しては事前にわかることから、定
員の適正化計画に則って職員採用を実施し、介護休
業については、対象職員と協議をして業務が適正に
行われるよう対応します。 
 

綰　制度を活用できるよう職員の意識をどのように
変えていくか。 
綏　改正の内容については全職員、非常勤職員に対
し啓発をし、熟知するよう指導していきます。 
 

綰　教育長の職務に専念する義務とは。 
綏　新教育長は、教育委員会の会務を総理し、教育
委員会を代表し、会議の主宰者、具体的な事務執行
の責任者、事務局の指揮監督者であることから常勤
で職務に専念することが義務づけられます。 
 

綰　教育委員会の最終的な責任者についての考え、又、
二町ということで、一つの町で問題が発生した場合
の組織としての対応は。 
綏　最終的な責任は事案によっては首長となると考え、
各町で起きた諸問題について緊急の場合は、各町の
協議が必要となることから今後、詳細については詰
めていきたいです。 
綰　今後も二町教育委員会として続けていくのか、
単独で運営するのかどのような考えか。 
綏　教育長の任期が3年であることから、この間が検
証する時期と考え、今後、二町が協議をして総合的
に判断していくことになります。 
 

綰　町税の滞納整理の方法及び防止策は。 
綏　税務課から督促状を発送し、未納通知、催告書
の発送後、滞納者には、来庁して窓口納付をしてい
ただいてますが、納付が難しい場合には、相談を受け、
納付計画をたて、納付していただきます。また、現年、
過年度ともに、未納者が増加しています。未納額が
小さい現年の内から根気よく滞納整理を続けていく
ことが大事と考えています。 
綰　自治会絆づくり交付金事業において現場の状況
は。 
綏　今年度は各自治会から200件の事業申請があり、
高齢者福祉、防災訓練等、様々な活動事業がありま
した。開始から6年経過していることから、各自治会
の事業は継続的な事業が多く、固定化しているのが
現状です。 
綰　コミュニティタクシー停留所増設事業で設置場
所が近隣の場合も想定されるが、町の考えは。 
綏　停留所設置負担金年額2万円は、より多くの事業
者に応募していただく為に価格を設定し、年間5社を
想定しています。近隣の応募であっても認めることで、
利便性を高めていきたいです。 

綰　各段階の加入者の割合は。 
綏　 

 

綰　不法投棄監視カメラ移動設置業務委託料、不法
投棄等監視パトロール業務委託料とあるが、職員が
行っているものではないか。 
綏　監視カメラ移動時の日程調整、時間帯等に制約
があり、委託を予定しています。 
綰　高齢者活躍サポート事業補助金の内容は。 
綏　マッサージ等を通じ健康維持を図るため、施術
師の送迎等のサポートを行う事業で人件費の2分の1を
補助するものです。 
綰　成年後見制度支援費の内容は。 
綏　後見人が選任された後、後見人報酬の費用負担
が困難な方について、成年後見人報酬を助成する事業、
1か月あたり、在宅の方は28,000円、施設入所者は
18,000円助成を行います。 
綰　岐南町ごみ減量モニターに関し、モニターに対し、
どのような報告を求めるのか。 
綏　具体的な報告方法は検討中です。 
綰　児童福祉総務費の人件費が15人から6人に減った
理由は。 
綏　28年度当初は北保育教育園と中保育教育園の保育
士の分が計上されていましたが、民営化に伴い、29年
度は子育て支援課の職員分のみとなっています。 
 

綰　維持管理費に対する見通し、災害時の対策は。 
綏　上下水とも使用料は少子高齢化に伴い、今後減
少が見込まれます。減価償却費等を用い、西水源地
の更新、耐震化工事など総合的に検討し活用してい
きます。 
　災害対策としては3つの水源地を結ぶループ化と、
26年に定めた各校区2箇所ずつの重要拠点を結ぶ路線
を優先的に行っていきます。 
綰　水道代の引き上げは、ここ2、3年の内に考えて
いないか。 
綏　県内33番目の低水準にあり、今後維持修繕の費用
が見込まれるため、数年後には検討することになり
ます。 
 

段階 
第1段階 
第2段階 
第3段階 
第4段階 
第5段階 
第6段階 
第7段階 
第8段階 
第9段階 

計 

所得に応じた保険料 
33,000円 
49,500円 
49,500円 
59,400円 
66,000円 
79,200円 
85,800円 
99,000円 

112,200円 

加入者数※ 

803名 
304名 
299名 

1,010名 
744名 
945名 
574名 
416名 
586名 

5,681名 

加入者割合 
14% 

6% 
5% 

18% 
13% 
17% 
10% 

7% 
10%

第1段階 

第2段階 

第3段階 

第4段階 

第5段階 

第6段階 

第7段階 

第8段階 
第9段階 

介護保険料段階別の加入者割合 

※3月時点での見込み人数になります。 

議案第1号 

個人情報保護条例の一部改正 

議案第13号 

平成29年度一般会計予算（関係部分） 

議案第2号 

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 

議案第7号 

羽島郡二町教育委員会共同設置規約の変更に関す

る協議 

議案第3号 

職員の育児休業等に関する条例の一部改正 

議案第5号 

教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例 

議案第6号 

介護保険条例の一部改正 

議案第19号 

平成29年度水道事業会計予算 

議案第13号 

平成29年一般会計予算（関係部分） 
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●総 ●民  

●民  

●民  

●民  

●民  

●総  

●民  
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－ 

－ 

－ 

－ 

個人情報保護条例の一部改正 

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部改正 

職員の育児休業等に関する条例の一部改正 

教育長の給与その他の勤務条件に関する条
例の廃止 
教育長の職務に専念する義務の特例に関す
る条例 

介護保険条例の一部改正 

羽島郡二町教育委員会共同設置規約の変
更に関する協議 

平成２８年度一般会計補正予算 

平成２８年度国民健康保険特別会計補正予
算 

平成２８年度介護保険特別会計補正予算 

平成２８年度後期高齢者医療特別会計補正
予算 

平成２８年度下水道事業特別会計補正予算 

平成２９年度一般会計予算 

平成２９年度国民健康保険特別会計予算 

平成２９年度介護保険特別会計予算 

平成２９年度後期高齢者医療特別会計予算 

平成２９年度下水道事業特別会計予算 

平成２９年度羽島郡二町教育委員会特別会
計予算 

平成２９年度水道事業会計予算 

教育長の任命同意 

国民健康保険条例の一部改正 

工事請負契約の締結（総合調理センター建設
工事（建築工事）（変更）） 
工事請負契約の締結（総合調理センター建設
工事（機械設備）（変更）） 
工事請負契約の締結（北小学校大規模改修
工事（建築）） 
工事請負契約の締結（北小学校大規模改修
工事（電気設備）） 
人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求
める 

案　　　件 大塚 伊藤 
（議長） 木下 加藤 渡邉 黒瀨 松  小島 櫻井 後藤 

議決の賛否（○賛成　×反対） 

平成29年　第1回定例会 

議員は提出された議案に対して賛成又は反対の意思を表明します。（議会規則では「表決」といいます。） 
第 1 回（3月）定例会議会に提出された議案は26 案件で、各議員の賛否は下表のとおりです。 
※議長は、賛否同数の時のみ態度を表明し、議案の可否を決定します。 
　委員会付託欄の●総は総務常任委員会、●民は民生建設常任委員会への付託を表します。 

委員会 
付託 

「新しい総合調理センターって 
どうなるの？」 

今回の 

ピックアップ 

現在、徳田8丁目地内で建設が進んでいる新総合調理センターについて 
色々聞いてみました！ 

どうして総合調理センターを建て替え

るのですか？ 

現在の総合調理センターは、昭和54

年に建設し、建物や厨房機器の老朽化

が進んでいるため、今年の夏休み以降、

新しい総合調理センターで作られた給

食を子どもたちに提供できるように、

現在、工事が進められています。 

 

 

 

 

新しい調理センターは、どのくらいの規模ですか？ 

新総合調理センターの施設概要は、鉄骨造2階建ての1,946.63㎡の建物で、 

学校給食衛生管理基準を満たし、3,000食の給食が調理可能な施設です。 

 

安全な給食を作るために、衛生管理の面で工夫していることはありますか？ 

各部屋のレイアウトは、肉、魚、野菜等の荷受、仕分け、下処理などを行なう汚染作業区域と

調理を行なう非汚染区域を分けています。 

また、子どもたちに安全な給食を提供できるよう、野菜類、魚肉類が受入から独立した動線で

流れ、食材の交差汚染を防止します。 

食材の荷受～仕分け～保管～下処理～調理～配送がワンウェイ動線で、交差汚染を防止するよ

う配慮されています。 

 

新しい調理センターで何か他にできることは

ありますか？ 

新総合調理センターは、子どもたちと給食を

結びつける大切な場です。様々な活動を通じて、

食事の大切さを指導する食育の拠点となります。

食事の大切さを学ぶために、見学窓から自分

たちの給食がどのように調理されているのかを見学することができるほかに、研修室では、保

護者の方に対し、学校給食への理解を深めるための場として活用することができます。 

また、災害時の対策施設としての機能を持っており、移動式煮たき釜による炊き出しをするこ

とができます。 

QQ

AA

QQ
AA

QQ
AA

QQ

AA

清潔にされているが老朽化の目立つ厨房機器 

新総合調理センター完成予想図 
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個人情報保護条例の一部改正 

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部改正 

職員の育児休業等に関する条例の一部改正 

教育長の給与その他の勤務条件に関する条
例の廃止 
教育長の職務に専念する義務の特例に関す
る条例 

介護保険条例の一部改正 

羽島郡二町教育委員会共同設置規約の変
更に関する協議 

平成２８年度一般会計補正予算 

平成２８年度国民健康保険特別会計補正予
算 

平成２８年度介護保険特別会計補正予算 

平成２８年度後期高齢者医療特別会計補正
予算 

平成２８年度下水道事業特別会計補正予算 

平成２９年度一般会計予算 

平成２９年度国民健康保険特別会計予算 

平成２９年度介護保険特別会計予算 

平成２９年度後期高齢者医療特別会計予算 

平成２９年度下水道事業特別会計予算 

平成２９年度羽島郡二町教育委員会特別会
計予算 

平成２９年度水道事業会計予算 

教育長の任命同意 

国民健康保険条例の一部改正 

工事請負契約の締結（総合調理センター建設
工事（建築工事）（変更）） 
工事請負契約の締結（総合調理センター建設
工事（機械設備）（変更）） 
工事請負契約の締結（北小学校大規模改修
工事（建築）） 
工事請負契約の締結（北小学校大規模改修
工事（電気設備）） 
人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求
める 

案　　　件 大塚 伊藤 
（議長） 木下 加藤 渡邉 黒瀨 松  小島 櫻井 後藤 

議決の賛否（○賛成　×反対） 

平成29年　第1回定例会 

議員は提出された議案に対して賛成又は反対の意思を表明します。（議会規則では「表決」といいます。） 
第 1 回（3月）定例会議会に提出された議案は26 案件で、各議員の賛否は下表のとおりです。 
※議長は、賛否同数の時のみ態度を表明し、議案の可否を決定します。 
　委員会付託欄の●総は総務常任委員会、●民は民生建設常任委員会への付託を表します。 

委員会 
付託 

「新しい総合調理センターって 
どうなるの？」 

今回の 

ピックアップ 

現在、徳田8丁目地内で建設が進んでいる新総合調理センターについて 
色々聞いてみました！ 

どうして総合調理センターを建て替え

るのですか？ 

現在の総合調理センターは、昭和54

年に建設し、建物や厨房機器の老朽化

が進んでいるため、今年の夏休み以降、

新しい総合調理センターで作られた給

食を子どもたちに提供できるように、

現在、工事が進められています。 

 

 

 

 

新しい調理センターは、どのくらいの規模ですか？ 

新総合調理センターの施設概要は、鉄骨造2階建ての1,946.63㎡の建物で、 

学校給食衛生管理基準を満たし、3,000食の給食が調理可能な施設です。 

 

安全な給食を作るために、衛生管理の面で工夫していることはありますか？ 

各部屋のレイアウトは、肉、魚、野菜等の荷受、仕分け、下処理などを行なう汚染作業区域と

調理を行なう非汚染区域を分けています。 

また、子どもたちに安全な給食を提供できるよう、野菜類、魚肉類が受入から独立した動線で

流れ、食材の交差汚染を防止します。 

食材の荷受～仕分け～保管～下処理～調理～配送がワンウェイ動線で、交差汚染を防止するよ

う配慮されています。 

 

新しい調理センターで何か他にできることは

ありますか？ 

新総合調理センターは、子どもたちと給食を

結びつける大切な場です。様々な活動を通じて、

食事の大切さを指導する食育の拠点となります。

食事の大切さを学ぶために、見学窓から自分

たちの給食がどのように調理されているのかを見学することができるほかに、研修室では、保

護者の方に対し、学校給食への理解を深めるための場として活用することができます。 

また、災害時の対策施設としての機能を持っており、移動式煮たき釜による炊き出しをするこ

とができます。 

QQ

AA

QQ
AA

QQ
AA

QQ

AA

清潔にされているが老朽化の目立つ厨房機器 

新総合調理センター完成予想図 
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9
人
が
一
般
質
問
 

町
政
を
問
う
 

町
政
を
問
う
 

町
政
を
問
う
 

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
報
告
や
説
明

を
町
に
求
め
、
適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
を
議
員
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。
 

●
大

塚

雅

司
 ・・・・・・・・・

１１
 

２９
年
当
初
予
算
留
意
点
を
問
う
 

防
災
対
応
 

機
構
改
革
・
人
材
育
成
確
保
・
研
修
 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
 

●
小

島

英

雄
 ・・・・・・・・・

１２
 

平
成
２９
年
度
予
算
の
疑
問
 

東
小
学
校
芝
生
化
事
業
と
は
何
か
 

校
庭
に
保
育
園
建
設
の
是
非
 

●
松

浩

二
 ・・・・・・・・・

１３
 

役
場
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
 

町
内
全
保
育
園
民
営
化
だ
が
 

や
す
ら
ぎ
苑
の
有
効
利
用
は
 

●
加

藤

雅

浩
 ・・・・・・・・・

１４
 

協
働
型
の
行
政
運
営
に
ふ
さ
わ
し
い
体

制
整
備
を
 

友
好
都
市
協
定
締
結
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
と
そ
の
条
件
 

話
せ
る
英
語
教
育
の
実
施
に
向
け
た
取

り
組
み
 

●
後

藤

友

紀
 ・・・・・・・・・

１５
 

乳
幼
児
健
診
で
の
子
育
て
支
援
 

道
路
の
交
通
安
全
対
策
 

●
木
下
美
津
子
 ・・・・・・・・・

１６
 

新
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始
に
あ

た
っ
て
 

避
難
所
の
水
道
管
耐
震
化
計
画
 

帰
宅
困
難
者
へ
の
具
体
的
対
策
 

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
課
題
と
考
え
方
 

●
櫻

井

　

明
 ・・・・・・・・・

１７
 

さ
く
ら
中
保
育
園
建
替
え
 

選
挙
投
票
率
向
上
策
を
問
う
 

高
齢
者
及
認
知
症
政
策
の
拡
充
 

●
渡

邉

憲

司
 ・・・・・・・・・

１８
 

リ
ハ
ビ
リ
補
助
金
の
推
進
 

２４
時
間
定
期
巡
回
随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス

の
推
進
 

●
黒

瀨

泰

孝
 ・・・・・・・・・

１９
 

や
す
ら
ぎ
苑
の
改
修
の
内
容
は
 

主 な 質 問 事 項 

（
町
長
）
コ
ス
ト
削
減
、
代
替
施
策

が
図
り
づ
ら
く
幅
広
い
視
点
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
や
す
ら

ぎ
苑
に
つ
い
て
は

２９
年
度
に
は
施
設
の

模
様
替
え
を
行
い
交
流
の
場
と
な
る
よ

う
改
修
す
る
計
画
で
す
。
 

 

（
町
長
）
予
算
額
約
８
０
０
万
、
過

大
な
負
担
と
な
ら
な
い
範
囲
で
清

掃
活
動
を
依
頼
し
て
い
る
。
今
後
、
高

齢
化
に
よ
り
清
掃
活
動
へ
の
参
加
者
の

減
少
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
、

効
率
的
な
道
水
路
の
管
理
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
小
中
学
校
の
増
築
な
ど
整

備
方
針
を
検
討
し
て
お
り
、
今
年

５
月
作
成
の
「
小
中
学
校
児
童
・
生
徒

数
の
推
移
の
見
通
し
」
を
基
に
方
針
を

慎
重
に
判
断
し
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
物
件
費
に
占
め
る
割
合
が

６８
%
超
、
こ
の
増
加
は
財
政
の
硬

直
化
を
も
た
ら
す
主
な
原
因
の
一
つ
と

な
る
。
業
務
委
託
の
推
進
に
よ
る
行
政

運
営
の
効
率
化
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、

業
務
内
容
を
精
査
し
適
正
に
予
算
化
し

て
い
き
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
現
段
階
で
は
健
全
財
政
維

持
に
関
し
大
き
な
問
題
は
な
い
が
、

借
入
金
等
の
増
加
に
よ
る
数
値
の
悪
化

が
想
定
さ
れ
る
。
将
来
の
更
新
時
期
を

見
据
え
た
財
政
負
担
が
で
き
る
よ
う
基

盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
町
内
全

１２
箇
所
の
道

路
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
排
水
設
備
に

つ
い
て
定
期
的
に
点
検
、
修
繕
を
実
施
。

大
量
の
雨
水
流
入
の
恐
れ
の
あ
る
車
道

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
３
箇
所
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
監
視
カ
メ
ラ
等
設
置
は
考
え

て
い
な
い
が
、
道
路
冠
水
注
意
警
戒
板

を
設
置
済
、
今
後
必
要
に
応
じ
て
対
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
今
後
も
不
断
の
見
直

し
を
行
い
、
適
切
に
機
構
改
革
を

実
施
。
 

 

（
総
務
部
長
）
受
験
者
数
は
前
年
比

増
加
、
業
務
遂
行
で
き
る
職
員
の

確
保
は
急
務
で
あ
る
が
、
土
木
職
等
、

専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
確
保
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
専
門
課
程
の

あ
る
学
校
訪
問
な
ど
採
用
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
活
動
を
実
施
、
人
材
確
保
に
努
め

ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
各
種
研
修
、
異
業
種

交
流
、
長
期
に
わ
た
る
岐
阜
県
、

他
市
へ
の
派
遣
等
、
機
会
を
提
供
、
地

方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
を
磨

か
せ
て
い
る
。
 

 
（
総
務
部
長
）
計
画
期
間

３０
年
と
し
、

施
設
の
長
寿
命
化
、
利
用
目
的
の

複
合
化
、
管
理
方
法
見
直
し
に
よ
り
、

維
持
費
用
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
し
、
以

降
１０
年
毎
に
検
証
見
直
し
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

 

やすらぎ苑未活用の西棟 

２９
年
当
初
予
算
留
意
点
を
問
う
 

町
長
　
施
策
の
推
進
に
向
け
た
予
算
編
成
 

防
災
対
応
 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
 

機
構
改
革
・
人
材
育
成
確
保
 

・
研
修
 

将
来
の
児
童
・
生
徒
数
の
増
減
に
対

応
し
た
整
備
計
画
は
。
 

福
祉
施
設
は
十
分
に
活
用
さ
れ
運
営

に
問
題
は
な
い
か
。
 

本
年
度
機
構
改
革
の
必
要
性
の
認
識

に
つ
い
て
。
 

中
長
期
の
財
政
見
通
し
は
。
 

多
様
な
研
修
機
会
の
提
供
等
取
り
組

み
は
。
 

採
用
の
現
状
と
人
材
確
保
へ
の
取
り

組
み
は
。
 

集
中
豪
雨
災
害
等
防
止
対
策
事
業
 

道
路
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
排
水
整
備
、
 

補
修
、
監
視
カ
メ
ラ
設
置
等
 

豪
雨
災
害
へ
の
取
り
組
み
は
。
 

負
担
が
増
し
て
い
る
道
水
路
清
掃
、

計
画
的
か
つ
公
平
に
進
め
ら
れ
て
い

る
か
。
 

物
件
費
の
増
加
、
そ
の
中
で
多
く
の

部
分
を
占
め
る
委
託
料
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。
 

公
共
施
設
維
持
管
理
・
更
新
に
は
多

大
な
将
来
負
担
が
見
込
ま
れ
る
が
現

時
点
の
認
識
。
 

● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  
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9
人
が
一
般
質
問
 

町
政
を
問
う
 

町
政
を
問
う
 

町
政
を
問
う
 

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
報
告
や
説
明

を
町
に
求
め
、
適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
を
議
員
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。
 

●
大

塚

雅

司
 ・・・・・・・・・

１１
 

２９
年
当
初
予
算
留
意
点
を
問
う
 

防
災
対
応
 

機
構
改
革
・
人
材
育
成
確
保
・
研
修
 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
 

●
小

島

英

雄
 ・・・・・・・・・

１２
 

平
成
２９
年
度
予
算
の
疑
問
 

東
小
学
校
芝
生
化
事
業
と
は
何
か
 

校
庭
に
保
育
園
建
設
の
是
非
 

●
松

浩

二
 ・・・・・・・・・

１３
 

役
場
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
 

町
内
全
保
育
園
民
営
化
だ
が
 

や
す
ら
ぎ
苑
の
有
効
利
用
は
 

●
加

藤

雅

浩
 ・・・・・・・・・

１４
 

協
働
型
の
行
政
運
営
に
ふ
さ
わ
し
い
体

制
整
備
を
 

友
好
都
市
協
定
締
結
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
と
そ
の
条
件
 

話
せ
る
英
語
教
育
の
実
施
に
向
け
た
取

り
組
み
 

●
後

藤

友

紀
 ・・・・・・・・・

１５
 

乳
幼
児
健
診
で
の
子
育
て
支
援
 

道
路
の
交
通
安
全
対
策
 

●
木
下
美
津
子
 ・・・・・・・・・

１６
 

新
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始
に
あ

た
っ
て
 

避
難
所
の
水
道
管
耐
震
化
計
画
 

帰
宅
困
難
者
へ
の
具
体
的
対
策
 

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
課
題
と
考
え
方
 

●
櫻

井

　

明
 ・・・・・・・・・

１７
 

さ
く
ら
中
保
育
園
建
替
え
 

選
挙
投
票
率
向
上
策
を
問
う
 

高
齢
者
及
認
知
症
政
策
の
拡
充
 

●
渡

邉

憲

司
 ・・・・・・・・・

１８
 

リ
ハ
ビ
リ
補
助
金
の
推
進
 

２４
時
間
定
期
巡
回
随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス

の
推
進
 

●
黒

瀨

泰

孝
 ・・・・・・・・・

１９
 

や
す
ら
ぎ
苑
の
改
修
の
内
容
は
 

主 な 質 問 事 項 

（
町
長
）
コ
ス
ト
削
減
、
代
替
施
策

が
図
り
づ
ら
く
幅
広
い
視
点
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
や
す
ら

ぎ
苑
に
つ
い
て
は

２９
年
度
に
は
施
設
の

模
様
替
え
を
行
い
交
流
の
場
と
な
る
よ

う
改
修
す
る
計
画
で
す
。
 

 

（
町
長
）
予
算
額
約
８
０
０
万
、
過

大
な
負
担
と
な
ら
な
い
範
囲
で
清

掃
活
動
を
依
頼
し
て
い
る
。
今
後
、
高

齢
化
に
よ
り
清
掃
活
動
へ
の
参
加
者
の

減
少
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
、

効
率
的
な
道
水
路
の
管
理
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
小
中
学
校
の
増
築
な
ど
整

備
方
針
を
検
討
し
て
お
り
、
今
年

５
月
作
成
の
「
小
中
学
校
児
童
・
生
徒

数
の
推
移
の
見
通
し
」
を
基
に
方
針
を

慎
重
に
判
断
し
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
物
件
費
に
占
め
る
割
合
が

６８
%
超
、
こ
の
増
加
は
財
政
の
硬

直
化
を
も
た
ら
す
主
な
原
因
の
一
つ
と

な
る
。
業
務
委
託
の
推
進
に
よ
る
行
政

運
営
の
効
率
化
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、

業
務
内
容
を
精
査
し
適
正
に
予
算
化
し

て
い
き
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
現
段
階
で
は
健
全
財
政
維

持
に
関
し
大
き
な
問
題
は
な
い
が
、

借
入
金
等
の
増
加
に
よ
る
数
値
の
悪
化

が
想
定
さ
れ
る
。
将
来
の
更
新
時
期
を

見
据
え
た
財
政
負
担
が
で
き
る
よ
う
基

盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
町
内
全

１２
箇
所
の
道

路
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
排
水
設
備
に

つ
い
て
定
期
的
に
点
検
、
修
繕
を
実
施
。

大
量
の
雨
水
流
入
の
恐
れ
の
あ
る
車
道

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
３
箇
所
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
監
視
カ
メ
ラ
等
設
置
は
考
え

て
い
な
い
が
、
道
路
冠
水
注
意
警
戒
板

を
設
置
済
、
今
後
必
要
に
応
じ
て
対
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
今
後
も
不
断
の
見
直

し
を
行
い
、
適
切
に
機
構
改
革
を

実
施
。
 

 

（
総
務
部
長
）
受
験
者
数
は
前
年
比

増
加
、
業
務
遂
行
で
き
る
職
員
の

確
保
は
急
務
で
あ
る
が
、
土
木
職
等
、

専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
確
保
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
専
門
課
程
の

あ
る
学
校
訪
問
な
ど
採
用
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
活
動
を
実
施
、
人
材
確
保
に
努
め

ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
各
種
研
修
、
異
業
種

交
流
、
長
期
に
わ
た
る
岐
阜
県
、

他
市
へ
の
派
遣
等
、
機
会
を
提
供
、
地

方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
を
磨

か
せ
て
い
る
。
 

 
（
総
務
部
長
）
計
画
期
間

３０
年
と
し
、

施
設
の
長
寿
命
化
、
利
用
目
的
の

複
合
化
、
管
理
方
法
見
直
し
に
よ
り
、

維
持
費
用
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
し
、
以

降
１０
年
毎
に
検
証
見
直
し
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

 

やすらぎ苑未活用の西棟 

２９
年
当
初
予
算
留
意
点
を
問
う
 

町
長
　
施
策
の
推
進
に
向
け
た
予
算
編
成
 

防
災
対
応
 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
 

機
構
改
革
・
人
材
育
成
確
保
 

・
研
修
 

将
来
の
児
童
・
生
徒
数
の
増
減
に
対

応
し
た
整
備
計
画
は
。
 

福
祉
施
設
は
十
分
に
活
用
さ
れ
運
営

に
問
題
は
な
い
か
。
 

本
年
度
機
構
改
革
の
必
要
性
の
認
識

に
つ
い
て
。
 

中
長
期
の
財
政
見
通
し
は
。
 

多
様
な
研
修
機
会
の
提
供
等
取
り
組

み
は
。
 

採
用
の
現
状
と
人
材
確
保
へ
の
取
り

組
み
は
。
 

集
中
豪
雨
災
害
等
防
止
対
策
事
業
 

道
路
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
排
水
整
備
、
 

補
修
、
監
視
カ
メ
ラ
設
置
等
 

豪
雨
災
害
へ
の
取
り
組
み
は
。
 

負
担
が
増
し
て
い
る
道
水
路
清
掃
、

計
画
的
か
つ
公
平
に
進
め
ら
れ
て
い

る
か
。
 

物
件
費
の
増
加
、
そ
の
中
で
多
く
の

部
分
を
占
め
る
委
託
料
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。
 

公
共
施
設
維
持
管
理
・
更
新
に
は
多

大
な
将
来
負
担
が
見
込
ま
れ
る
が
現

時
点
の
認
識
。
 

● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  
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松　 浩二 議員 小島 英雄 議員 

（
総
務
部
長
）
一
般
会
計
当
初
予
算

計
上
額
は
、
議
員
指
摘
の
と
お
り
、

平
成

２５
年
度
の

７０
億
７
２
０
０
万
円
の

予
算
計
上
年
度
以
降
、
年
々
増
加
し
て

お
り
中
長
期
に
お
け
る
財
政
計
画
を
考

慮
し
て
も
、
平
成

２９
年
度
が
最
も
厳
し

い
予
算
編
成
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

平
成

２６
年
度
の

７９
億
９
８
０
０
万
円
を

上
回
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
可
燃
ご
み

積
替
え
施
設
の
施
設
維
持
管
理
費
及
び

積
替
え
運
搬
業
務
に
係
る
費
用
が
大
き

な
要
因
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
は
全
職

員
が
共
通
認
識
し
、
自
主
財
源
の
確
保

や
経
費
削
減
に
取
組
み
、
町
民
満
足
度

向
上
を
目
標
に
行
政
課
題
解
決
に
取
り

組
む
べ
く
新
年
度
の
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
。
財
政
の
健
全
化
を
重
視
し
つ
つ
、

次
世
代
に
繋
げ
る
施
策
を
計
画
的
に
推

進
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
予
算
編
成
を
し
て

い
き
ま
す
。
 

 

（
自
治
教
育
推
進
部
長
）
遊
具
の
下

の
土
が
削
れ
、
数
日
間
、
使
用
で

き
な
い
状
態
で
し
た
。
芝
生
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
遊
具
か
ら
落
下
し
た
際
に

芝
が
ク
ッ
シ
ョ
ン
代
わ
り
に
も
な
り
、

ケ
ガ
を
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
寝
転
ん

だ
り
も
で
き
、
大
地
と
ふ
れ
あ
い
、
外

で
活
発
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど

の
効
果
を
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
検
証

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

児
童
・
生
徒
が
安
全
で
安
心
し
て
学
校

生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
に
整
備
し
て
い

き
ま
す
。
 

 

（
政
策
推
進
課
長
）
北
小
学
校
敷
地

内
で
の
中
保
育
園
建
て
替
え
計
画
は
、

文
化
省
「
小
学
校
設
置
基
準
」
に
基
づ

く
校
庭
設
置
基
準
を
満
た
し
て
お
り
、

か
つ
学
校
運
営
に
支
障
が
な
い
こ
と
を

学
校
関
係
者
か
ら
確
認
し
て
い
る
ほ
か
、

保
・
小
連
携
に
よ
り
、
小
学
校
側
に
お

け
る
「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
の
改
善
な
ど
、

教
育
環
境
の
向
上
も
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
町
内
全
て
の
保
育
園
敷
地
を

無
償
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
全

て
の
保
育
園
で
等
し
く
良
好
な
保
育
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

政
策
判
断
に
基
づ
き
、
保
育
園
敷
地
の

無
償
貸
与
施
策
を
実
施
し
て
お
り
、
妥

当
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
政
策
推
進
課
長
）
北
小
学
校
敷
地

内
に
建
て
替
え
た
中
保
育
園
が
運

営
開
始
し
た
場
合
、
現
在
の
中
保
育
園

の
園
舎
や
遊
具
等
は
、
保
育
所
の
用
途

に
供
す
る
目
的
を
達
し
な
く
な
る
た
め
、

そ
の
時
点
で
、
園
舎
や
遊
具
等
の
無
償

譲
渡
契
約
は
解
除
さ
れ
、
町
財
産
と
し

て
管
理
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
窓
口
対
応
は
お
待
た

せ
し
な
い
、
不
快
感
を
抱
か
れ
な

い
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
念
頭
に
指

導
し
て
い
ま
す
。
異
動
の
際
は
各
担
当

職
員
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
引
継
書
を
作
り

対
応
し
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
一
階
総
合
受
付
に
て

担
当
部
署
を
ご
案
内
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
部
署
へ
ど
の
よ
う
な
相
談
で
来
庁

さ
れ
た
か
連
絡
を
す
る
な
ど
庁
内
の
連

携
を
図
り
、
複
数
の
関
連
部
署
に
お
い

て
は
、
法
改
正
の
こ
と
も
含
め
そ
の
状

況
に
対
応
す
る
た
め
日
々
、
改
革
し
て

い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
①
市
町
村
研
修
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
受
講
　
②
市
町
村
ア

カ
デ
ミ
ー
に
よ
る
中
期
的
研
修
　
③
各

事
業
課
の
専
門
分
野
に
関
す
る
受
講
　

④
他
市
町
村
へ
の
派
遣
や
洋
上
研
修
　

⑤
総
務
課
主
催
の
庁
内
研
修
と
、
五
つ

の
区
分
が
あ
り
、
岐
南
町
人
材
育
成
基

本
方
針
に
お
け
る
「
目
指
す
べ
き
職
員
」

の
育
成
、
人
事
交
流
、
職
員
全
員
が
共

通
の
認
識
で
業
務
遂
行
す
る
の
に
必
要

な
研
修
な
ど
公
務
員
と
し
て
必
要
な
資

質
を
研
鑽
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
６
保
育
園
全
て
民
営

化
、
そ
の
う
ち
岐
南
さ
く
ら
中
保
育

園
を
除
き
調
理
室
の
整
備
、
ト
イ
レ
改
修
、

空
調
改
修
な
ど
を
行
い
快
適
な
環
境
に
な

り
ま
し
た
。
未
満
児
の
受
け
入
れ
も
拡
充

し
、
調
理
室
の
整
備
に
よ
り
温
か
い
給
食
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
も
し
評
判
が
良
い
で
す
。

園
児
も
保
育
士
も
増
え
、
地
域
住
民
と
の

関
係
も
良
好
で
す
。
 

  
（
民
生
部
長
）
民
営
化
に
伴
い
社
会

福
祉
法
人
に
引
き
渡
す
前
に
破
損

し
た
部
分
や
古
く
な
っ
た
部
分
の
修
繕
、

ト
イ
レ
配
水
管
清
掃
、
エ
ア
コ
ン
修
理

な
ど
対
応
し
、
園
庭
や
遊
具
に
つ
い
て

は
町
の
３
年
間
の
維
持
管
理
補
助
制
度

の
活
用
、
ま
た
私
立
保
育
所
補
助
金
交

付
要
綱
に
基
づ
き
国
や
町
の
補
助
金
な

ど
を
有
効
に
活
用
し
支
援
し
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
全
国
的
に
未
満
児
保

育
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
保
育
士
の
確

保
が
困
難
傾
向
で
あ
る
。
町
に
お
い
て

は
子
育
て
に
や
さ
し
い
町
、
待
機
児
童

ゼ
ロ
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
加
配
保

育
士
の
雇
用
に
対
す
る
新
た
な
補
助
を

新
年
度
予
算
に
計
上
し
て
お
り
各
保
育

園
の
努
力
と
並
行
し
、
町
と
し
て
も
近

隣
市
町
を
参
考
に
す
る
な
ど
保
育
士
の

確
保
、
支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
マ
マ
サ
ロ
ン
活
動
や

自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
子
供

か
ら
大
人
ま
で
ふ
れ
あ
い
交
流
で
き
る

よ
う
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

遊具撤去後の広場 

保育園の給食風景 

保育園建設予定地 

現
在
の
中
保
育
園
は
、
建
物
は
無
償

譲
渡
さ
れ
民
間
の
建
物
で
す
。
こ
れ

を
取
り
壊
す
こ
と
に
な
れ
ば
遊
具
器
撤
去

費
用
等
を
含
め
て
誰
が
負
担
す
る
の
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
今
後
、
跡
地
の
計
画
は

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
。
 

東
小
学
校
に
お
い
て
、
芝
生
化
よ
り

他
に
す
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
運
動
場
の
土
壌
改
良
で
す
。
硬
い

土
を
柔
ら
か
く
す
る
こ
と
や
周
辺
住
民
に

迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
砂
塵
対
策
が
先
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

住
民
が
反
対
す
る
主
な
理
由
は
「
町

が
法
人
の
た
め
に
、
保
育
園
建
設
に

必
要
な
土
地
を
住
民
か
ら
買
収
し
、
し
か

も
学
校
教
育
に
お
い
て
大
切
な
校
庭
を
潰

し
、
こ
れ
を
無
償
で
賃
貸
し
、
独
占
的
に

利
用
さ
せ
て
ま
で
建
設
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
？
」
と
い
う
声
で
す
。
町
の
財
産
で

あ
る
町
所
有
地
を
無
償
で
貸
す
政
策
は
、

住
民
感
情
か
ら
し
て
許
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
町
の
見
解
を
。
 

庁
舎
が
新
し
く
な
り
1
年
半
ほ
ど
経

つ
が
設
備
等
の
配
置
な
ど
使
い
や
す

さ
は
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る

が
、
実
際
に
来
庁
さ
れ
た
方
の
対
応
は
職

員
で
あ
り
、
新
職
員
で
あ
っ
た
り
担
当
課

が
替
わ
っ
た
ば
か
り
の
対
応
は
十
分
で
あ

る
か
。
 

新
年
度
予
算
が
毎
年
増
え
、
昨
年
は

７５
億
5
2
0
0
万
円
。
前
年
度
と
比

べ
る
と
9
・
4
%
の
伸
び
。
今
年
は
更
に

増
え
て
８０
億
9
9
0
0
万
円
。
前
年
度
当

初
比
7
・
2
%
の
伸
び
。
平
成
２７
年
度
は

６９
億
で
、
過
去
最
大
は
平
成
２６
年
度
の
７９

億
9
8
0
0
万
円
で
し
た
。
因
み
に
こ
の

年
は
庁
舎
建
設
費
が
計
上
さ
れ
た
予
算
で

す
。
町
税
は
４７
%
で
繰
入
金
や
繰
越
金
等

で
自
主
財
源
は
辛
う
じ
て
６３
・
7
%
。
こ

の
異
常
な
予
算
の
伸
び
は
町
の
収
入
財
源

に
見
合
っ
た
予
算
で
は
な
く
危
険
。
予
算

編
成
は
人
気
事
業
に
偏
っ
た
り
、
圧
力
に

屈
す
る
よ
う
な
予
算
で
あ
れ
ば
、
住
民
の

血
税
が
無
駄
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民

の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
基
金
を
、
前
年
度

と
比
べ
1
2
1
%
も
大
幅
に
取
り
崩
し
ま

し
た
が
、
自
主
財
源
の
確
保
や
経
費
節
減

に
取
り
組
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
税
収
入

等
の
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
し
、
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す
よ
う

な
予
算
編
成
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
担
当

者
の
見
解
を
。
 

今
年
度
補
正
予
算
に
改
修
工
事
事
業

債
、
新
年
度
に
は
わ
ん
ぱ
く
広
場
整

備
事
業
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
有
益

な
利
用
方
法
で
あ
る
か
。
 

老
朽
化
す
る
建
物
や
遊
具
、
園
庭
な

ど
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。
 

平
成
２９
年
度
予
算
の
疑
問
 

部
長
　
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
 

校
庭
に
保
育
園
建
設
の
是
非
 

課
長
　
近
隣
住
民
へ
説
明
を
 

東
小
学
校
芝
生
化
事
業
と

は
何
か
 

庁
内
6
保
育
園
が
全
て
民
営
化
と
な

っ
た
が
現
況
と
し
て
園
児
、
保
護
者
、

保
育
士
の
方
々
の
意
見
、
ま
た
近
隣

住
民
の
方
も
含
め
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
か
。
 

東
京
な
ど
保
育
士
不
足
に
よ
る
待
機
児

童
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
町

に
お
い
て
現
在
は
良
い
が
近
隣
で
は
大

垣
市
が
既
に
保
育
士
不
足
と
な
っ
て
い

る
。
町
と
し
て
の
対
応
は
ど
う
か
。
 

役
場
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
 

部
長
　
必
要
な
資
質
を
研
鑽
 

町
内
全
保
育
園
民
営
化
だ
が
 

部
長
　
健
全
な
保
育
事
業
を
維
持
 

や
す
ら
ぎ
苑
の
有
効
利
用
は
 

部
長
　
利
用
者
に
喜
ば
れ
る
よ
う
検
討
 

複
数
の
課
が
関
連
し
た
来
庁
者
の
対

応
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。
 

実
施
さ
れ
て
い
る
研
修
や
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
成
果
は
ど
う
か
。
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松　 浩二 議員 小島 英雄 議員 

（
総
務
部
長
）
一
般
会
計
当
初
予
算

計
上
額
は
、
議
員
指
摘
の
と
お
り
、

平
成

２５
年
度
の

７０
億
７
２
０
０
万
円
の

予
算
計
上
年
度
以
降
、
年
々
増
加
し
て

お
り
中
長
期
に
お
け
る
財
政
計
画
を
考

慮
し
て
も
、
平
成

２９
年
度
が
最
も
厳
し

い
予
算
編
成
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

平
成

２６
年
度
の

７９
億
９
８
０
０
万
円
を

上
回
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
可
燃
ご
み

積
替
え
施
設
の
施
設
維
持
管
理
費
及
び

積
替
え
運
搬
業
務
に
係
る
費
用
が
大
き

な
要
因
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
は
全
職

員
が
共
通
認
識
し
、
自
主
財
源
の
確
保

や
経
費
削
減
に
取
組
み
、
町
民
満
足
度

向
上
を
目
標
に
行
政
課
題
解
決
に
取
り

組
む
べ
く
新
年
度
の
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
。
財
政
の
健
全
化
を
重
視
し
つ
つ
、

次
世
代
に
繋
げ
る
施
策
を
計
画
的
に
推

進
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
予
算
編
成
を
し
て

い
き
ま
す
。
 

 

（
自
治
教
育
推
進
部
長
）
遊
具
の
下

の
土
が
削
れ
、
数
日
間
、
使
用
で

き
な
い
状
態
で
し
た
。
芝
生
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
遊
具
か
ら
落
下
し
た
際
に

芝
が
ク
ッ
シ
ョ
ン
代
わ
り
に
も
な
り
、

ケ
ガ
を
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
寝
転
ん

だ
り
も
で
き
、
大
地
と
ふ
れ
あ
い
、
外

で
活
発
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど

の
効
果
を
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
検
証

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

児
童
・
生
徒
が
安
全
で
安
心
し
て
学
校

生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
に
整
備
し
て
い

き
ま
す
。
 

 

（
政
策
推
進
課
長
）
北
小
学
校
敷
地

内
で
の
中
保
育
園
建
て
替
え
計
画
は
、

文
化
省
「
小
学
校
設
置
基
準
」
に
基
づ

く
校
庭
設
置
基
準
を
満
た
し
て
お
り
、

か
つ
学
校
運
営
に
支
障
が
な
い
こ
と
を

学
校
関
係
者
か
ら
確
認
し
て
い
る
ほ
か
、

保
・
小
連
携
に
よ
り
、
小
学
校
側
に
お

け
る
「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
の
改
善
な
ど
、

教
育
環
境
の
向
上
も
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
町
内
全
て
の
保
育
園
敷
地
を

無
償
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
全

て
の
保
育
園
で
等
し
く
良
好
な
保
育
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

政
策
判
断
に
基
づ
き
、
保
育
園
敷
地
の

無
償
貸
与
施
策
を
実
施
し
て
お
り
、
妥

当
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
政
策
推
進
課
長
）
北
小
学
校
敷
地

内
に
建
て
替
え
た
中
保
育
園
が
運

営
開
始
し
た
場
合
、
現
在
の
中
保
育
園

の
園
舎
や
遊
具
等
は
、
保
育
所
の
用
途

に
供
す
る
目
的
を
達
し
な
く
な
る
た
め
、

そ
の
時
点
で
、
園
舎
や
遊
具
等
の
無
償

譲
渡
契
約
は
解
除
さ
れ
、
町
財
産
と
し

て
管
理
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
窓
口
対
応
は
お
待
た

せ
し
な
い
、
不
快
感
を
抱
か
れ
な

い
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
念
頭
に
指

導
し
て
い
ま
す
。
異
動
の
際
は
各
担
当

職
員
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
引
継
書
を
作
り

対
応
し
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
一
階
総
合
受
付
に
て

担
当
部
署
を
ご
案
内
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
部
署
へ
ど
の
よ
う
な
相
談
で
来
庁

さ
れ
た
か
連
絡
を
す
る
な
ど
庁
内
の
連

携
を
図
り
、
複
数
の
関
連
部
署
に
お
い

て
は
、
法
改
正
の
こ
と
も
含
め
そ
の
状

況
に
対
応
す
る
た
め
日
々
、
改
革
し
て

い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
①
市
町
村
研
修
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
受
講
　
②
市
町
村
ア

カ
デ
ミ
ー
に
よ
る
中
期
的
研
修
　
③
各

事
業
課
の
専
門
分
野
に
関
す
る
受
講
　

④
他
市
町
村
へ
の
派
遣
や
洋
上
研
修
　

⑤
総
務
課
主
催
の
庁
内
研
修
と
、
五
つ

の
区
分
が
あ
り
、
岐
南
町
人
材
育
成
基

本
方
針
に
お
け
る
「
目
指
す
べ
き
職
員
」

の
育
成
、
人
事
交
流
、
職
員
全
員
が
共

通
の
認
識
で
業
務
遂
行
す
る
の
に
必
要

な
研
修
な
ど
公
務
員
と
し
て
必
要
な
資

質
を
研
鑽
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
６
保
育
園
全
て
民
営

化
、
そ
の
う
ち
岐
南
さ
く
ら
中
保
育

園
を
除
き
調
理
室
の
整
備
、
ト
イ
レ
改
修
、

空
調
改
修
な
ど
を
行
い
快
適
な
環
境
に
な

り
ま
し
た
。
未
満
児
の
受
け
入
れ
も
拡
充

し
、
調
理
室
の
整
備
に
よ
り
温
か
い
給
食
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
も
し
評
判
が
良
い
で
す
。

園
児
も
保
育
士
も
増
え
、
地
域
住
民
と
の

関
係
も
良
好
で
す
。
 

  
（
民
生
部
長
）
民
営
化
に
伴
い
社
会

福
祉
法
人
に
引
き
渡
す
前
に
破
損

し
た
部
分
や
古
く
な
っ
た
部
分
の
修
繕
、

ト
イ
レ
配
水
管
清
掃
、
エ
ア
コ
ン
修
理

な
ど
対
応
し
、
園
庭
や
遊
具
に
つ
い
て

は
町
の
３
年
間
の
維
持
管
理
補
助
制
度

の
活
用
、
ま
た
私
立
保
育
所
補
助
金
交

付
要
綱
に
基
づ
き
国
や
町
の
補
助
金
な

ど
を
有
効
に
活
用
し
支
援
し
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
全
国
的
に
未
満
児
保

育
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
保
育
士
の
確

保
が
困
難
傾
向
で
あ
る
。
町
に
お
い
て

は
子
育
て
に
や
さ
し
い
町
、
待
機
児
童

ゼ
ロ
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
加
配
保

育
士
の
雇
用
に
対
す
る
新
た
な
補
助
を

新
年
度
予
算
に
計
上
し
て
お
り
各
保
育

園
の
努
力
と
並
行
し
、
町
と
し
て
も
近

隣
市
町
を
参
考
に
す
る
な
ど
保
育
士
の

確
保
、
支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
マ
マ
サ
ロ
ン
活
動
や

自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
子
供

か
ら
大
人
ま
で
ふ
れ
あ
い
交
流
で
き
る

よ
う
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

遊具撤去後の広場 

保育園の給食風景 

保育園建設予定地 

現
在
の
中
保
育
園
は
、
建
物
は
無
償

譲
渡
さ
れ
民
間
の
建
物
で
す
。
こ
れ

を
取
り
壊
す
こ
と
に
な
れ
ば
遊
具
器
撤
去

費
用
等
を
含
め
て
誰
が
負
担
す
る
の
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
今
後
、
跡
地
の
計
画
は

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
。
 

東
小
学
校
に
お
い
て
、
芝
生
化
よ
り

他
に
す
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
運
動
場
の
土
壌
改
良
で
す
。
硬
い

土
を
柔
ら
か
く
す
る
こ
と
や
周
辺
住
民
に

迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
砂
塵
対
策
が
先
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

住
民
が
反
対
す
る
主
な
理
由
は
「
町

が
法
人
の
た
め
に
、
保
育
園
建
設
に

必
要
な
土
地
を
住
民
か
ら
買
収
し
、
し
か

も
学
校
教
育
に
お
い
て
大
切
な
校
庭
を
潰

し
、
こ
れ
を
無
償
で
賃
貸
し
、
独
占
的
に

利
用
さ
せ
て
ま
で
建
設
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
？
」
と
い
う
声
で
す
。
町
の
財
産
で

あ
る
町
所
有
地
を
無
償
で
貸
す
政
策
は
、

住
民
感
情
か
ら
し
て
許
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
町
の
見
解
を
。
 

庁
舎
が
新
し
く
な
り
1
年
半
ほ
ど
経

つ
が
設
備
等
の
配
置
な
ど
使
い
や
す

さ
は
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る

が
、
実
際
に
来
庁
さ
れ
た
方
の
対
応
は
職

員
で
あ
り
、
新
職
員
で
あ
っ
た
り
担
当
課

が
替
わ
っ
た
ば
か
り
の
対
応
は
十
分
で
あ

る
か
。
 

新
年
度
予
算
が
毎
年
増
え
、
昨
年
は

７５
億
5
2
0
0
万
円
。
前
年
度
と
比

べ
る
と
9
・
4
%
の
伸
び
。
今
年
は
更
に

増
え
て
８０
億
9
9
0
0
万
円
。
前
年
度
当

初
比
7
・
2
%
の
伸
び
。
平
成
２７
年
度
は

６９
億
で
、
過
去
最
大
は
平
成
２６
年
度
の
７９

億
9
8
0
0
万
円
で
し
た
。
因
み
に
こ
の

年
は
庁
舎
建
設
費
が
計
上
さ
れ
た
予
算
で

す
。
町
税
は
４７
%
で
繰
入
金
や
繰
越
金
等

で
自
主
財
源
は
辛
う
じ
て
６３
・
7
%
。
こ

の
異
常
な
予
算
の
伸
び
は
町
の
収
入
財
源

に
見
合
っ
た
予
算
で
は
な
く
危
険
。
予
算

編
成
は
人
気
事
業
に
偏
っ
た
り
、
圧
力
に

屈
す
る
よ
う
な
予
算
で
あ
れ
ば
、
住
民
の

血
税
が
無
駄
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民

の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
基
金
を
、
前
年
度

と
比
べ
1
2
1
%
も
大
幅
に
取
り
崩
し
ま

し
た
が
、
自
主
財
源
の
確
保
や
経
費
節
減

に
取
り
組
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
税
収
入

等
の
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
し
、
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す
よ
う

な
予
算
編
成
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
担
当

者
の
見
解
を
。
 

今
年
度
補
正
予
算
に
改
修
工
事
事
業

債
、
新
年
度
に
は
わ
ん
ぱ
く
広
場
整

備
事
業
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
有
益

な
利
用
方
法
で
あ
る
か
。
 

老
朽
化
す
る
建
物
や
遊
具
、
園
庭
な

ど
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。
 

平
成
２９
年
度
予
算
の
疑
問
 

部
長
　
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
 

校
庭
に
保
育
園
建
設
の
是
非
 

課
長
　
近
隣
住
民
へ
説
明
を
 

東
小
学
校
芝
生
化
事
業
と

は
何
か
 

庁
内
6
保
育
園
が
全
て
民
営
化
と
な

っ
た
が
現
況
と
し
て
園
児
、
保
護
者
、

保
育
士
の
方
々
の
意
見
、
ま
た
近
隣

住
民
の
方
も
含
め
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
か
。
 

東
京
な
ど
保
育
士
不
足
に
よ
る
待
機
児

童
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
町

に
お
い
て
現
在
は
良
い
が
近
隣
で
は
大

垣
市
が
既
に
保
育
士
不
足
と
な
っ
て
い

る
。
町
と
し
て
の
対
応
は
ど
う
か
。
 

役
場
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
 

部
長
　
必
要
な
資
質
を
研
鑽
 

町
内
全
保
育
園
民
営
化
だ
が
 

部
長
　
健
全
な
保
育
事
業
を
維
持
 

や
す
ら
ぎ
苑
の
有
効
利
用
は
 

部
長
　
利
用
者
に
喜
ば
れ
る
よ
う
検
討
 

複
数
の
課
が
関
連
し
た
来
庁
者
の
対

応
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。
 

実
施
さ
れ
て
い
る
研
修
や
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
成
果
は
ど
う
か
。
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後藤 友紀 議員 加藤 雅浩 議員 

（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
防
災
訓
練
、

敬
老
会
は
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
会

が
絆
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
。
交
付
金
の
趣
旨
か
ら
、

町
が
強
制
的
に
自
治
会
へ
事
業
を
お
願

い
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
町
か
ら
丸
投
げ
さ
れ
た
感
を

持
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
 

　
新
自
治
会
長
や
携
わ
っ
た
こ
と
が
な

い
方
に
と
っ
て
は
、
そ
の
役
割
分
担
が

明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
町
が
行

う
部
分
と
自
治
会
が
独
自
で
行
う
部
分

ま
た
は
、
協
働
し
て
行
う
部
分
を
共
通

認
識
が
持
て
る
よ
う
情
報
交
換
を
し
、

真
に
地
域
が
必
要
な
事
業
と
そ
の
役
割

に
つ
い
て
定
め
ら
れ
る
よ
う
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
現
在
、

３５

自
治
会
に
１
名
ず
つ
若
手
職
員
を

自
治
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
配
置
し
て

い
ま
す
。
昨
年
の
議
会
で
自
治
会
サ
ポ

ー
タ
ー
手
引
き
を
作
成
す
る
と
答
弁
し

た
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
は
各
種
資
料
を
共

有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
手
引
書
と
し
て

い
る
が
、
自
治
会
と
の
共
有
で
き
る
よ

う
な
内
容
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

　
今
後
、
他
市
町
の
先
進
地
も
参
考
に
し
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
心
構
え
や
自
治
会
と
の

役
割
分
担
な
ど
、
内
容
を
精
査
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
台
湾
宜
蘭

縣
三
星
郷
と
は
、
相
互
交
流
を
め

ざ
す
覚
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。
現
在
の

と
こ
ろ
、
ど
の
分
野
で
ど
の
よ
う
に
交

流
を
行
っ
て
い
く
の
か
は
、
ま
だ
模
索

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、
町
が
初
め

て
海
外
と
の
交
流
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、

海
外
に
目
を
向
け
た
人
材
育
成
が
で
き

な
い
か
と
考
え
、
小
学
生
を
派
遣
す
る

事
業
を
予
算
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

町
長
と
町
職
員
１
名
、
教
職
員
３
名
が

随
行
し
、
今
後
の
交
流
の
あ
り
方
や
方

策
を
現
地
で
話
し
合
う
予
定
で
す
。
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（
教
育
長
）
現
在
、
日
本
人
の
英
語

指
導
助
手
（
講
師
）
に
よ
る
英
語

に
親
し
む
活
動
を
１
年
生
か
ら
４
年
生

ま
で
の
各
学
級
で
数
時
間
行
っ
て
き
た
が
、

２９
年
度
か
ら
３
・
４
年
生
を
中
心
に
こ

の
時
間
を
１
・
５
倍
に
増
や
す
と
共
に
、

英
語
指
導
助
手
を
１
名
増
員
し
て
活
動
を

充
実
さ
せ
る
予
定
で
す
。
ま
た
学
級
担
任

も
主
体
的
に
参
加
し
、
３
年
後
の
実
施

へ
の
準
備
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
英
語
が
専

門
の
教
員
を
指
導
主
事
と
し
て
迎
え
指

導
体
制
の
充
実
も
図
り
た
い
と
考
え
て

お
り
、
教
員
の
英
語
指
導
に
対
す
る
苦

手
意
識
を
払
拭
す
る
よ
う
な
指
導
に
心

掛
け
て
研
修
を
進
め
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
施
設
に
配

置
さ
れ
て
い
な
い
備
品
に
つ
い
て
、

要
望
の
備
品
を
全
て
の
施
設
に
配
置
し

て
い
く
こ
と
は
、
財
政
上
の
制
約
か
ら

難
し
い
と
考
え
ま
す
。
 

　
今
後
、
全
て
の
施
設
に
同
じ
備
品
を

揃
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
の
特
性
を
生
か
し
、
必
要
な
備
品
が

有
効
に
使
え
る
よ
う
配
慮
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
発
達
面
に
お
い
て
落

ち
着
き
が
な
い
、
こ
だ
わ
り
が
強
い
、

言
葉
の
問
題
な
ど
、
支
援
が
必
要
と
な

っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
子
育
て
支
援

課
を
窓
口
と
し
た
臨
床
発
達
心
理
士
に

よ
る
発
達
相
談
や
親
子
教
室
、
療
育
ル

ー
ム
の
勧
奨
な
ど
必
要
性
に
応
じ
て
連

携
を
図
り
支
援
体
制
を
整
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
発
達
面
で
の
要

観
察
者
と
な
る
子
ど
も
が
増
加
傾
向
に

あ
る
中
、
受
け
皿
と
な
る
専
門
的
な
相

談
窓
口
を
勧
奨
し
て
い
る
も
の
の
、
実

際
の
利
用
に
結
び
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
た
め
、
今
後
は
支
援
が
必
要
と
思

わ
れ
る
方
が
確
実
に
早
期
の
発
達
支
援

に
つ
な
が
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
課
や

療
育
ル
ー
ム
な
ど
関
係
課
や
関
係
機
関

と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
歯
科
衛
生
士
１
名
を

採
用
し
、
現
在
実
施
し
て
い
る
事

業
内
容
の
充
実
や
見
直
し
を
行
い
、
効

果
的
な
事
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、
歯
科
医
師
会
を
は

じ
め
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

生
涯
を
通
じ
た
歯
科
口
腔
保
健
事
業
の

推
進
に
係
わ
る
環
境
を
整
備
し
、
町
民

が
１
人
で
も
多
く
「
８
０
２
０
※
」
の

目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
歯
科
疾
患
の

予
防
や
口
腔
機
能
の
維
持
・
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
健
診
会
場
に
お
い
て

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配
置
し
、

子
ど
も
が
ぐ
ず
っ
た
り
、
動
き
回
り
目

が
離
せ
な
い
な
ど
、
保
護
者
が
落
ち
着

い
て
相
談
で
き
な
い
場
合
に
は
、
少
し

で
も
落
ち
つ
い
て
相
談
で
き
る
よ
う
体

制
を
整
え
、
配
慮
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
今
後
も
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
公
安
委
員
会
等
関
連

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
要
望
等

に
は
可
能
な
限
り
早
期
実
現
に
向
け
て

努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
過
去
の
点
検
結
果
に

基
づ
く
対
策
に
限
ら
ず
、
新
た
な

要
望
箇
所
が
出
て
き
た
場
合
に
は
必
要

に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
、

対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
人
の
存
在
を
知
ら
せ

る
機
器
の
設
置
や
、
照
明
灯
の

L
E
D
化
な
ど
有
効
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
定
期
点

検
に
併
せ
清
掃
に
も
努
め
ま
す
。
ま
た
、

地
下
道
ス
ロ
ー
プ
は
乗
っ
た
ま
ま
自
転

車
で
降
り
ら
れ
な
い
対
策
も
併
せ
て
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

  ※
「
８
０
２
０
」
と
は
 

８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
。

１
９
８
９
年
よ
り
厚
生
省
（
当
時
）
と

日
本
歯
科
医
師
会
が
推
進
し
て
い
る
、

８０
歳
に
な
っ
て
も

２０
本
以
上
自
分
の
歯

を
保
と
う
と
い
う
運
動
。
 

 

行政と自治会の役割分担が求められる
防災訓練や敬老会事業 

子ども1人ひとりの口の中をチェック 
しながら心配事の相談を受けます 

ゴミも多く、暗くて怖い 
イメージの地下道 

自
治
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
内
容
を

よ
り
具
体
的
に
示
す
手
引
き
の
作
成

を
。
 

核
家
族
化
が
進
み
、
一
人
で
育
児
を

す
る
母
親
が
多
く
な
り
、
育
児
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
が
周
り
に
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
健
診
の
場
に
子
ど
も
が
心

地
よ
く
過
ご
せ
る
、
楽
し
く
待
つ
こ
と
が

で
き
る
託
児
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
 

乳
幼
児
健
診
か
ら
、
保
育
園
、
小
学

校
、
又
、
学
童
保
育
、
通
園
療
育
ル

ー
ム
、
岐
南
町
発
達
支
援
事
業
所
等
の
関

係
機
関
が
し
っ
か
り
と
連
携
す
る
こ
と
は

重
要
だ
と
考
え
る
が
乳
幼
児
健
診
に
お
い

て
現
状
は
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る

か
。
 

乳
幼
児
健
診
に
お
い
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
歯
科
口
腔
保
健
事
業
を
す
す

め
て
い
く
か
。
 

協
働
型
の
行
政
運
営
に
 

ふ
さ
わ
し
い
体
制
整
備
を
 

自
治
会
と
協
働
の
役
割
分
担
を
 

部
長
　
必
要
な
事
業
と
役
割
を
定
め
る
 

友
好
都
市
協
定
締
結
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
と
そ
の
条
件
 

話
せ
る
英
語
教
育
の
実
施

に
向
け
た
取
り
組
み
 

乳
幼
児
健
診
で
の
子
育
て
支
援
 

部
長
　
さ
ら
に
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
 

道
路
の
交
通
安
全
対
策
 

部
長
　
早
期
実
現
に
む
け
て
努
力
す
る
 

友
好
交
流
の
具
体
的
な
進
め
方
 

部
長
　
小
学
生
を
派
遣
す
る
事
業
を
予
定
 

英
語
教
育
の
指
導
体
制
整
備
を
 

教
育
長
　
英
語
指
導
助
手
を
増
員
す
る
 

質
の
向
上
す
る
施
設
整
備
を
 

部
長
　
施
設
の
特
性
を
生
か
し
て
整
備
 

三
星
郷
と
の
友
好
交
流
事
業
の
具
体

的
な
進
め
方
。
 

本
物
に
近
づ
く
た
め
の
公
共
施
設
整

備
を
。
 

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
む
け
た
教
員

の
人
材
確
保
と
育
成
は
。
 

防
災
訓
練
や
敬
老
会
な
ど
、
「
自
治
」

と
「
協
働
」
の
役
割
分
担
を
。
 

地
下
道
に
対
す
る
不
安
感
の
解
消
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
 

全
校
区
の
全
体
的
な
通
学
路
の
見
直

し
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
 

子
ど
も
・
高
齢
者
・
弱
者
に
安
心
安

全
な
道
づ
く
り
へ
の
考
え
は
ど
う
か
。
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（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
防
災
訓
練
、

敬
老
会
は
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
会

が
絆
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
。
交
付
金
の
趣
旨
か
ら
、

町
が
強
制
的
に
自
治
会
へ
事
業
を
お
願

い
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
町
か
ら
丸
投
げ
さ
れ
た
感
を

持
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
 

　
新
自
治
会
長
や
携
わ
っ
た
こ
と
が
な

い
方
に
と
っ
て
は
、
そ
の
役
割
分
担
が

明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
町
が
行

う
部
分
と
自
治
会
が
独
自
で
行
う
部
分

ま
た
は
、
協
働
し
て
行
う
部
分
を
共
通

認
識
が
持
て
る
よ
う
情
報
交
換
を
し
、

真
に
地
域
が
必
要
な
事
業
と
そ
の
役
割

に
つ
い
て
定
め
ら
れ
る
よ
う
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
現
在
、

３５

自
治
会
に
１
名
ず
つ
若
手
職
員
を

自
治
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
配
置
し
て

い
ま
す
。
昨
年
の
議
会
で
自
治
会
サ
ポ

ー
タ
ー
手
引
き
を
作
成
す
る
と
答
弁
し

た
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
は
各
種
資
料
を
共

有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
手
引
書
と
し
て

い
る
が
、
自
治
会
と
の
共
有
で
き
る
よ

う
な
内
容
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

　
今
後
、
他
市
町
の
先
進
地
も
参
考
に
し
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
心
構
え
や
自
治
会
と
の

役
割
分
担
な
ど
、
内
容
を
精
査
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
台
湾
宜
蘭

縣
三
星
郷
と
は
、
相
互
交
流
を
め

ざ
す
覚
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。
現
在
の

と
こ
ろ
、
ど
の
分
野
で
ど
の
よ
う
に
交

流
を
行
っ
て
い
く
の
か
は
、
ま
だ
模
索

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、
町
が
初
め

て
海
外
と
の
交
流
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、

海
外
に
目
を
向
け
た
人
材
育
成
が
で
き

な
い
か
と
考
え
、
小
学
生
を
派
遣
す
る

事
業
を
予
算
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

町
長
と
町
職
員
１
名
、
教
職
員
３
名
が

随
行
し
、
今
後
の
交
流
の
あ
り
方
や
方

策
を
現
地
で
話
し
合
う
予
定
で
す
。
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（
教
育
長
）
現
在
、
日
本
人
の
英
語

指
導
助
手
（
講
師
）
に
よ
る
英
語

に
親
し
む
活
動
を
１
年
生
か
ら
４
年
生

ま
で
の
各
学
級
で
数
時
間
行
っ
て
き
た
が
、

２９
年
度
か
ら
３
・
４
年
生
を
中
心
に
こ

の
時
間
を
１
・
５
倍
に
増
や
す
と
共
に
、

英
語
指
導
助
手
を
１
名
増
員
し
て
活
動
を

充
実
さ
せ
る
予
定
で
す
。
ま
た
学
級
担
任

も
主
体
的
に
参
加
し
、
３
年
後
の
実
施

へ
の
準
備
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
英
語
が
専

門
の
教
員
を
指
導
主
事
と
し
て
迎
え
指

導
体
制
の
充
実
も
図
り
た
い
と
考
え
て

お
り
、
教
員
の
英
語
指
導
に
対
す
る
苦

手
意
識
を
払
拭
す
る
よ
う
な
指
導
に
心

掛
け
て
研
修
を
進
め
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
施
設
に
配

置
さ
れ
て
い
な
い
備
品
に
つ
い
て
、

要
望
の
備
品
を
全
て
の
施
設
に
配
置
し

て
い
く
こ
と
は
、
財
政
上
の
制
約
か
ら

難
し
い
と
考
え
ま
す
。
 

　
今
後
、
全
て
の
施
設
に
同
じ
備
品
を

揃
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
の
特
性
を
生
か
し
、
必
要
な
備
品
が

有
効
に
使
え
る
よ
う
配
慮
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
発
達
面
に
お
い
て
落

ち
着
き
が
な
い
、
こ
だ
わ
り
が
強
い
、

言
葉
の
問
題
な
ど
、
支
援
が
必
要
と
な

っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
子
育
て
支
援

課
を
窓
口
と
し
た
臨
床
発
達
心
理
士
に

よ
る
発
達
相
談
や
親
子
教
室
、
療
育
ル

ー
ム
の
勧
奨
な
ど
必
要
性
に
応
じ
て
連

携
を
図
り
支
援
体
制
を
整
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
発
達
面
で
の
要

観
察
者
と
な
る
子
ど
も
が
増
加
傾
向
に

あ
る
中
、
受
け
皿
と
な
る
専
門
的
な
相

談
窓
口
を
勧
奨
し
て
い
る
も
の
の
、
実

際
の
利
用
に
結
び
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
た
め
、
今
後
は
支
援
が
必
要
と
思

わ
れ
る
方
が
確
実
に
早
期
の
発
達
支
援

に
つ
な
が
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
課
や

療
育
ル
ー
ム
な
ど
関
係
課
や
関
係
機
関

と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
歯
科
衛
生
士
１
名
を

採
用
し
、
現
在
実
施
し
て
い
る
事

業
内
容
の
充
実
や
見
直
し
を
行
い
、
効

果
的
な
事
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、
歯
科
医
師
会
を
は

じ
め
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

生
涯
を
通
じ
た
歯
科
口
腔
保
健
事
業
の

推
進
に
係
わ
る
環
境
を
整
備
し
、
町
民

が
１
人
で
も
多
く
「
８
０
２
０
※
」
の

目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
歯
科
疾
患
の

予
防
や
口
腔
機
能
の
維
持
・
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
健
診
会
場
に
お
い
て

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配
置
し
、

子
ど
も
が
ぐ
ず
っ
た
り
、
動
き
回
り
目

が
離
せ
な
い
な
ど
、
保
護
者
が
落
ち
着

い
て
相
談
で
き
な
い
場
合
に
は
、
少
し

で
も
落
ち
つ
い
て
相
談
で
き
る
よ
う
体

制
を
整
え
、
配
慮
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
今
後
も
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
公
安
委
員
会
等
関
連

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
要
望
等

に
は
可
能
な
限
り
早
期
実
現
に
向
け
て

努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
過
去
の
点
検
結
果
に

基
づ
く
対
策
に
限
ら
ず
、
新
た
な

要
望
箇
所
が
出
て
き
た
場
合
に
は
必
要

に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
、

対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
人
の
存
在
を
知
ら
せ

る
機
器
の
設
置
や
、
照
明
灯
の

L
E
D
化
な
ど
有
効
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
定
期
点

検
に
併
せ
清
掃
に
も
努
め
ま
す
。
ま
た
、

地
下
道
ス
ロ
ー
プ
は
乗
っ
た
ま
ま
自
転

車
で
降
り
ら
れ
な
い
対
策
も
併
せ
て
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

  ※
「
８
０
２
０
」
と
は
 

８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
。

１
９
８
９
年
よ
り
厚
生
省
（
当
時
）
と

日
本
歯
科
医
師
会
が
推
進
し
て
い
る
、

８０
歳
に
な
っ
て
も

２０
本
以
上
自
分
の
歯

を
保
と
う
と
い
う
運
動
。
 

 

行政と自治会の役割分担が求められる
防災訓練や敬老会事業 

子ども1人ひとりの口の中をチェック 
しながら心配事の相談を受けます 

ゴミも多く、暗くて怖い 
イメージの地下道 

自
治
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
内
容
を

よ
り
具
体
的
に
示
す
手
引
き
の
作
成

を
。
 

核
家
族
化
が
進
み
、
一
人
で
育
児
を

す
る
母
親
が
多
く
な
り
、
育
児
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
が
周
り
に
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
健
診
の
場
に
子
ど
も
が
心

地
よ
く
過
ご
せ
る
、
楽
し
く
待
つ
こ
と
が

で
き
る
託
児
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
 

乳
幼
児
健
診
か
ら
、
保
育
園
、
小
学

校
、
又
、
学
童
保
育
、
通
園
療
育
ル

ー
ム
、
岐
南
町
発
達
支
援
事
業
所
等
の
関

係
機
関
が
し
っ
か
り
と
連
携
す
る
こ
と
は

重
要
だ
と
考
え
る
が
乳
幼
児
健
診
に
お
い

て
現
状
は
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る

か
。
 

乳
幼
児
健
診
に
お
い
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
歯
科
口
腔
保
健
事
業
を
す
す

め
て
い
く
か
。
 

協
働
型
の
行
政
運
営
に
 

ふ
さ
わ
し
い
体
制
整
備
を
 

自
治
会
と
協
働
の
役
割
分
担
を
 

部
長
　
必
要
な
事
業
と
役
割
を
定
め
る
 

友
好
都
市
協
定
締
結
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
と
そ
の
条
件
 

話
せ
る
英
語
教
育
の
実
施

に
向
け
た
取
り
組
み
 

乳
幼
児
健
診
で
の
子
育
て
支
援
 

部
長
　
さ
ら
に
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
 

道
路
の
交
通
安
全
対
策
 

部
長
　
早
期
実
現
に
む
け
て
努
力
す
る
 

友
好
交
流
の
具
体
的
な
進
め
方
 

部
長
　
小
学
生
を
派
遣
す
る
事
業
を
予
定
 

英
語
教
育
の
指
導
体
制
整
備
を
 

教
育
長
　
英
語
指
導
助
手
を
増
員
す
る
 

質
の
向
上
す
る
施
設
整
備
を
 

部
長
　
施
設
の
特
性
を
生
か
し
て
整
備
 

三
星
郷
と
の
友
好
交
流
事
業
の
具
体

的
な
進
め
方
。
 

本
物
に
近
づ
く
た
め
の
公
共
施
設
整

備
を
。
 

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
む
け
た
教
員

の
人
材
確
保
と
育
成
は
。
 

防
災
訓
練
や
敬
老
会
な
ど
、
「
自
治
」

と
「
協
働
」
の
役
割
分
担
を
。
 

地
下
道
に
対
す
る
不
安
感
の
解
消
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
 

全
校
区
の
全
体
的
な
通
学
路
の
見
直

し
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
 

子
ど
も
・
高
齢
者
・
弱
者
に
安
心
安

全
な
道
づ
く
り
へ
の
考
え
は
ど
う
か
。
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櫻井 　明 議員 木下 美津子 議員 

（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
東
小

１４
名
、

西
小

１０
名
、
北
小

１０
名
、
岐
南
中

１９
名
、
合
計

５３
名
。
 

 

（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
現
在
、
実

施
の
対
応
は
く
る
み
、
ピ
ー
ナ
ッ

ツ
を
使
用
し
な
い
。
飲
用
牛
乳
の
提
供

を
し
な
い
こ
と
で
す
。
 

 

（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
当
面
は
従

来
通
り
給
食
の
一
部
提
供
や
弁
当

持
参
可
の
対
応
。
今
後
、
基
本
方
針
を

見
直
し
、
研
修
を
重
ね
、
シ
ス
テ
ム
を

順
次
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
各
校
区
２
カ
所
の
拠

点
避
難
所
を
重
要
給
水
施
設
と
し
、

敷
地
内
ま
で
の
水
道
管
耐
震
化
を
平
成

３３
年
度
目
標
に
進
め
ま
す
。
そ
の
後
、

他
の

１８
避
難
所
へ
も
進
め
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
現
時
点
で

は
近
隣
市
町
の
動
向
を
注
視
し
、

検
討
し
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
地
域
防
災
計
画
の
中

で
、
帰
宅
困
難
者
へ
の
対
応
と
し

て
道
路
情
報
の
迅
速
な
提
供
と
一
時
休

憩
所
と
し
て
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
計
画
。

飲
料
水
は
備
蓄
の
範
囲
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
英
語
教
育
の
充
実
に
①

教
材
の
準
備
は
教
科
書
決
定
時
に

行
う
。
②
教
員
の
研
修
は
教
育
委
員
会

主
催
夏
季
研
修
で
す
で
に
５
、
６
年
生

の
教
員
を
中
心
に
実
践
講
座
を
実
施
。

新
た
に
「
わ
く
わ
く
英
語
活
動
プ
ラ
ン
」

を
加
え
対
応
。
③
外
部
人
材
は

２９
年
度

は
１
名
増
。
時
間
数
も
１
・
５
倍
と
し

ま
す
。
英
語
へ
の
苦
手
意
識
を
作
ら
ず
、

興
味
関
心
を
持
ち
、
取
り
組
め
る
よ
う
、

英
語
に
親
し
む
時
間
を
増
や
し
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
児
童
生
徒
の
主
体
的
な

挑
戦
や
活
動
、
ま
た
他
者
と
の
協

働
体
験
、
興
味
を
生
か
し
た
自
発
的
学

習
を
二
期
制
を
生
か
し
、
継
続
的
に
実
施
。

指
導
主
事
も
配
置
し
指
導
、
助
言
に
努

め
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
現
在
、
文
科
省
作
成
の

「
H
i

　
F
r
i
e
n
d
s

」
を

活
用
。
こ
の
活
動
の
中
に
加
え
る
こ
と
は
、

興
味
あ
る
ア
イ
デ
ア
で
効
果
的
だ
と
思

い
ま
す
。
 

 

（
政
策
推
進
課
長
）
①
昨
年
１
月
以

降
、
建
替
え
候
補
地
の
検
討
に
入

っ
た
。
同
４
月
上
旬
、
町
と
豊
誠
会
で

建
替
え
・
経
営
方
針
を
決
定
。
同
月
下

旬
以
降
関
係
者
調
整
。
同

１１
月
保
育
教

育
環
境
の
向
上
、
将
来
の
中
・
北
統
合

の
負
担
軽
減
、
財
政
負
担
抑
制
な
ど
か

ら
判
断
し
ま
し
た
。
 

②
今
年
の
長
寿
命
化
改
修
で

３０
年
後
も

使
用
で
き
る
。
②
小
人
口
化
で
小
規
模

校
舎
の
建
設
と
な
る
。
③
総
事
業
費
５

億
７
千
万
円
。
県

３１
%
、
町

３８
%
、
豊

誠
会

３１
%
負
担
。
こ
の
他
の
建
設
地
・

駐
車
場
整
備
費
の
５
１
０
０
万
円
は
町

負
担
。
③
補
助
金
が
不
交
付
と
な
ら
な

い
よ
う
全
力
で
取
り
組
む
。
④
昨
年

１２

月
か
ら
今
年
２
月
に
か
け
、
学
校
運
営

協
議
会
、
P
T
A
役
員
会
、
東
組
自
治
会
、

中
・
北
保
育
園
役
員
に
説
明
会
実
施
。

１
月
か
ら
町
民
パ
ブ
コ
メ
の
実
施
。
関

係
議
員
は
北
小
校
下
と
判
断
し
ま
し
た
。
 

（
民
生
部
長
）
⑤
保
育
園
と
ク
ラ
ブ

の
運
営
者
が
違
う
の
で
併
設
は
難

し
い
が
、
３
小
学
校
内
に
整
備
す
る
計

画
で
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
人
員
と
経
費
か
ら
増

設
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
町
選

管
に
方
策
検
討
を
提
案
す
る
。
パ
ス
ポ

ー
ト
で
投
票
率
向
上
は
無
い
と
判
断
。

類
似
し
た
も
の
を
考
え
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
他
の
支
援

を
担
当
課
と
協
議
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
医
院
、
商

店
な
ど
の
利
便
施
設
に
ス
ポ
ン
サ

ー
付
停
留
所
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
 

 そ
の
他
の
質
問
 

町
長
の
選
挙
公
約
と
名
岐
道
路
高
架
事
業
 

帰宅困難者一時休憩所となる 
老人福祉センター 

みんなに安心安全な 
おいしい給食を 

北小学校運動場利用部分 

岐南さくら中保育園建替えスケジュール 

新
学
習
指
導
要
領
で
注
目
の
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
わ
れ

る
能
動
的
参
加
型
学
習
が
進
め
ら
れ
る
。

教
員
が
一
方
的
に
教
え
る
の
で
は
な
く
、

生
徒
主
体
で
問
題
を
発
見
し
答
え
を
見
出

す
学
習
法
。
様
々
な
性
格
、
個
性
の
子
が

い
る
中
で
の
指
導
の
課
題
と
考
え
方
。
 

小
学
校
で
英
語
が
教
科
化
さ
れ
る
こ

と
が
正
式
に
決
ま
っ
た
。
「
聞
く
、

話
す
」
中
心
の
英
語
活
動
を
小
学
3
、
4

年
。
5
、
6
年
は
「
読
む
、
書
く
」
も
加

え
た
正
式
な
教
科
と
す
る
。
中
学
校
は
英

語
の
授
業
を
原
則
英
語
で
実
施
と
あ
る
。

全
面
実
施
は
小
学
校
は
2
0
2
0
年
度
、

中
学
校
は
2
0
2
1
年
度
、
だ
が
、

2
0
1
8
年
度
か
ら
各
学
校
の
判
断
で
先

行
実
施
が
可
能
。
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の

課
題
と
考
え
方
。
 

交
通
の
要
所
の
岐
南
町
。
災
害
時
、

町
外
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
一
時
休
憩
所
の
確
保
、

飲
料
水
等
の
具
体
的
計
画
は
。
 

災
害
時
、
水
の
確
保
は
最
優
先
。
町

内
２４
指
定
避
難
所
の
水
道
管
耐
震
化

の
具
体
的
計
画
は
。
 

特
別
調
理
室
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
除
去
食
調
理
の
具
体
的
方
法
と
提

供
方
法
は
。
 

北
小
学
校
運
動
場
約
２０
%
を
使
用
す

る
移
転
建
替
え
は
○イ
老
朽
化
○ロ
駐
車

場
の
解
消
の
た
め
。
 

尚
、
新
園
は
○ハ
3
才
未
満
児
保
育
○ニ
「
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
化
」
○ホ
北
保
育

園
と
将
来
統
合
す
る
計
画
。
 

一
方
、
北
小
学
校
は
、
築
３５
年
、
生
徒
数

3
7
9
名
と
な
る
。
 

懸
念
は
、
園
児
に
静
か
で
快
適
な
睡
眠
時

間
の
確
保
と
、
狭
い
周
辺
道
路
の
送
迎
車

の
危
険
性
な
ど
。
 

※
民
間
移
管
後
1
年
に
満
た
な
い
時
期
の
、

老
朽
化
等
の
緊
急
課
題
の
明
記
は
当
初

な
か
っ
た
。
 

※
岐
南
中
学
校
敷
地
賃
借
料
（
近
年
は
年

4
千
万
以
上
）
を
支
払
い
続
け
な
が
ら
、

こ
ち
ら
は
無
償
貸
与
。
 

笊
約
1
か
月
間
で
場
所
の
決
定
と
計
画
図

面
の
作
成
ま
で
行
っ
た
と
私
に
説
明
し

た
。
詳
細
説
明
を
。
 

笆
将
来
の
小
学
校
建
替
え
は
、„
（
仮
称
）

岐
南
さ
く
ら
こ
ど
も
園
“が
全
く
影
と

な
る
為
、
校
舎
を
最
北
側
・
運
動
場
を

そ
の
南
と
す
る
配
置
が
で
き
な
い
。
 

　
又
、
小
学
校
校
庭
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
緊

急
発
着
に
必
要
な
３０
m
幅
の
直
線
の
入

・
出
経
路
の
確
保
は
。
 

笳
補
助
金
は
厚
労
省
と
文
科
省
の
計

3
6
0
0
万
円
。
不
採
択
時
と
遅
延
の

対
処
は
。
 

※
現
在
建
設
中
の
給
食
セ
ン
タ
ー
補
助
金

（
1
億
5
千
万
円
）
の
不
採
択
で
全
額

町
負
担
。
又
、
北
小
校
舎
改
修
工
事
が

2
度
の
不
採
択
で
1
年
遅
れ
と
な
っ
て

い
る
。
 

笘
住
民
説
明
と
対
応
は
。
説
明
会
案
内
が

な
ぜ
北
小
校
下
の
議
員
に
限
ら
れ
た
の

か
。
 

笙
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
併
設
は
出
来
な

い
か
。
 

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
課

題
と
考
え
方
 

新
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー
 

供
用
開
始
に
あ
た
っ
て
 

さ
く
ら
中
保
育
園
建
替
え
 

課
長
　
教
育
環
境
の
向
上
な
ど
最
適
 

選
挙
投
票
率
向
上
策
を
問
う
 

部
長
　
若
者
の
意
識
調
査
を
行
う
 

高
齢
者
及
認
知
症
政
策
の
拡
充
 

部
長
　
ス
ポ
ン
サ
ー
付
停
留
所
を
募
集
 

避
難
所
の
水
道
管
耐
震
化
計
画
 

部
長
　
３３
年
度
目
標
に
6
拠
点
避
難
所
 

ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
の
提
供
は
 

部
長
　
当
面
従
来
通
り
の
対
応
と
す
る
 

英
語
版
校
歌
、
A
B
C
か
る
た
を
作

り
、
英
語
活
動
に
加
え
て
は
。
 

ア
レ
ル
ギ
ー
食
品
約
６０
品
目
中
、
対

応
可
能
な
食
品
は
。
 

保
育
所
へ
の
防
災
頭
巾
配
備
同
様
、

小
中
学
校
へ
の
配
備
の
考
え
は
。
 

現
在
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
必
要
な
対

象
者
は
。
 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
ド
ア
ツ
ー
ド

ア
の
導
入
を
。
 

免
許
返
納
者
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

無
料
等
の
実
施
を
。
 

投
票
所
の
増
設
と
選
挙
パ
ス
ポ
ー
ト

の
早
期
実
施
を
。
 

帰
宅
困
難
者
へ
の
具
体
的
対
策
 

部
長
　
休
憩
所
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
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櫻井 　明 議員 木下 美津子 議員 

（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
東
小

１４
名
、

西
小

１０
名
、
北
小

１０
名
、
岐
南
中

１９
名
、
合
計

５３
名
。
 

 

（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
現
在
、
実

施
の
対
応
は
く
る
み
、
ピ
ー
ナ
ッ

ツ
を
使
用
し
な
い
。
飲
用
牛
乳
の
提
供

を
し
な
い
こ
と
で
す
。
 

 

（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
当
面
は
従

来
通
り
給
食
の
一
部
提
供
や
弁
当

持
参
可
の
対
応
。
今
後
、
基
本
方
針
を

見
直
し
、
研
修
を
重
ね
、
シ
ス
テ
ム
を

順
次
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
各
校
区
２
カ
所
の
拠

点
避
難
所
を
重
要
給
水
施
設
と
し
、

敷
地
内
ま
で
の
水
道
管
耐
震
化
を
平
成

３３
年
度
目
標
に
進
め
ま
す
。
そ
の
後
、

他
の

１８
避
難
所
へ
も
進
め
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
現
時
点
で

は
近
隣
市
町
の
動
向
を
注
視
し
、

検
討
し
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
地
域
防
災
計
画
の
中

で
、
帰
宅
困
難
者
へ
の
対
応
と
し

て
道
路
情
報
の
迅
速
な
提
供
と
一
時
休

憩
所
と
し
て
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
計
画
。

飲
料
水
は
備
蓄
の
範
囲
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
英
語
教
育
の
充
実
に
①

教
材
の
準
備
は
教
科
書
決
定
時
に

行
う
。
②
教
員
の
研
修
は
教
育
委
員
会

主
催
夏
季
研
修
で
す
で
に
５
、
６
年
生

の
教
員
を
中
心
に
実
践
講
座
を
実
施
。

新
た
に
「
わ
く
わ
く
英
語
活
動
プ
ラ
ン
」

を
加
え
対
応
。
③
外
部
人
材
は

２９
年
度

は
１
名
増
。
時
間
数
も
１
・
５
倍
と
し

ま
す
。
英
語
へ
の
苦
手
意
識
を
作
ら
ず
、

興
味
関
心
を
持
ち
、
取
り
組
め
る
よ
う
、

英
語
に
親
し
む
時
間
を
増
や
し
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
児
童
生
徒
の
主
体
的
な

挑
戦
や
活
動
、
ま
た
他
者
と
の
協

働
体
験
、
興
味
を
生
か
し
た
自
発
的
学

習
を
二
期
制
を
生
か
し
、
継
続
的
に
実
施
。

指
導
主
事
も
配
置
し
指
導
、
助
言
に
努

め
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
現
在
、
文
科
省
作
成
の

「
H
i

　
F
r
i
e
n
d
s

」
を

活
用
。
こ
の
活
動
の
中
に
加
え
る
こ
と
は
、

興
味
あ
る
ア
イ
デ
ア
で
効
果
的
だ
と
思

い
ま
す
。
 

 

（
政
策
推
進
課
長
）
①
昨
年
１
月
以

降
、
建
替
え
候
補
地
の
検
討
に
入

っ
た
。
同
４
月
上
旬
、
町
と
豊
誠
会
で

建
替
え
・
経
営
方
針
を
決
定
。
同
月
下

旬
以
降
関
係
者
調
整
。
同

１１
月
保
育
教

育
環
境
の
向
上
、
将
来
の
中
・
北
統
合

の
負
担
軽
減
、
財
政
負
担
抑
制
な
ど
か

ら
判
断
し
ま
し
た
。
 

②
今
年
の
長
寿
命
化
改
修
で

３０
年
後
も

使
用
で
き
る
。
②
小
人
口
化
で
小
規
模

校
舎
の
建
設
と
な
る
。
③
総
事
業
費
５

億
７
千
万
円
。
県

３１
%
、
町

３８
%
、
豊

誠
会

３１
%
負
担
。
こ
の
他
の
建
設
地
・

駐
車
場
整
備
費
の
５
１
０
０
万
円
は
町

負
担
。
③
補
助
金
が
不
交
付
と
な
ら
な

い
よ
う
全
力
で
取
り
組
む
。
④
昨
年

１２

月
か
ら
今
年
２
月
に
か
け
、
学
校
運
営

協
議
会
、
P
T
A
役
員
会
、
東
組
自
治
会
、

中
・
北
保
育
園
役
員
に
説
明
会
実
施
。

１
月
か
ら
町
民
パ
ブ
コ
メ
の
実
施
。
関

係
議
員
は
北
小
校
下
と
判
断
し
ま
し
た
。
 

（
民
生
部
長
）
⑤
保
育
園
と
ク
ラ
ブ

の
運
営
者
が
違
う
の
で
併
設
は
難

し
い
が
、
３
小
学
校
内
に
整
備
す
る
計

画
で
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
人
員
と
経
費
か
ら
増

設
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
町
選

管
に
方
策
検
討
を
提
案
す
る
。
パ
ス
ポ

ー
ト
で
投
票
率
向
上
は
無
い
と
判
断
。

類
似
し
た
も
の
を
考
え
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
他
の
支
援

を
担
当
課
と
協
議
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
医
院
、
商

店
な
ど
の
利
便
施
設
に
ス
ポ
ン
サ

ー
付
停
留
所
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
 

 そ
の
他
の
質
問
 

町
長
の
選
挙
公
約
と
名
岐
道
路
高
架
事
業
 

帰宅困難者一時休憩所となる 
老人福祉センター 

みんなに安心安全な 
おいしい給食を 

北小学校運動場利用部分 

岐南さくら中保育園建替えスケジュール 

新
学
習
指
導
要
領
で
注
目
の
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
わ
れ

る
能
動
的
参
加
型
学
習
が
進
め
ら
れ
る
。

教
員
が
一
方
的
に
教
え
る
の
で
は
な
く
、

生
徒
主
体
で
問
題
を
発
見
し
答
え
を
見
出

す
学
習
法
。
様
々
な
性
格
、
個
性
の
子
が

い
る
中
で
の
指
導
の
課
題
と
考
え
方
。
 

小
学
校
で
英
語
が
教
科
化
さ
れ
る
こ

と
が
正
式
に
決
ま
っ
た
。
「
聞
く
、

話
す
」
中
心
の
英
語
活
動
を
小
学
3
、
4

年
。
5
、
6
年
は
「
読
む
、
書
く
」
も
加

え
た
正
式
な
教
科
と
す
る
。
中
学
校
は
英

語
の
授
業
を
原
則
英
語
で
実
施
と
あ
る
。

全
面
実
施
は
小
学
校
は
2
0
2
0
年
度
、

中
学
校
は
2
0
2
1
年
度
、
だ
が
、

2
0
1
8
年
度
か
ら
各
学
校
の
判
断
で
先

行
実
施
が
可
能
。
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の

課
題
と
考
え
方
。
 

交
通
の
要
所
の
岐
南
町
。
災
害
時
、

町
外
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
一
時
休
憩
所
の
確
保
、

飲
料
水
等
の
具
体
的
計
画
は
。
 

災
害
時
、
水
の
確
保
は
最
優
先
。
町

内
２４
指
定
避
難
所
の
水
道
管
耐
震
化

の
具
体
的
計
画
は
。
 

特
別
調
理
室
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
除
去
食
調
理
の
具
体
的
方
法
と
提

供
方
法
は
。
 

北
小
学
校
運
動
場
約
２０
%
を
使
用
す

る
移
転
建
替
え
は
○イ
老
朽
化
○ロ
駐
車

場
の
解
消
の
た
め
。
 

尚
、
新
園
は
○ハ
3
才
未
満
児
保
育
○ニ
「
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
化
」
○ホ
北
保
育

園
と
将
来
統
合
す
る
計
画
。
 

一
方
、
北
小
学
校
は
、
築
３５
年
、
生
徒
数

3
7
9
名
と
な
る
。
 

懸
念
は
、
園
児
に
静
か
で
快
適
な
睡
眠
時

間
の
確
保
と
、
狭
い
周
辺
道
路
の
送
迎
車

の
危
険
性
な
ど
。
 

※
民
間
移
管
後
1
年
に
満
た
な
い
時
期
の
、

老
朽
化
等
の
緊
急
課
題
の
明
記
は
当
初

な
か
っ
た
。
 

※
岐
南
中
学
校
敷
地
賃
借
料
（
近
年
は
年

4
千
万
以
上
）
を
支
払
い
続
け
な
が
ら
、

こ
ち
ら
は
無
償
貸
与
。
 

笊
約
1
か
月
間
で
場
所
の
決
定
と
計
画
図

面
の
作
成
ま
で
行
っ
た
と
私
に
説
明
し

た
。
詳
細
説
明
を
。
 

笆
将
来
の
小
学
校
建
替
え
は
、„
（
仮
称
）

岐
南
さ
く
ら
こ
ど
も
園
“が
全
く
影
と

な
る
為
、
校
舎
を
最
北
側
・
運
動
場
を

そ
の
南
と
す
る
配
置
が
で
き
な
い
。
 

　
又
、
小
学
校
校
庭
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
緊

急
発
着
に
必
要
な
３０
m
幅
の
直
線
の
入

・
出
経
路
の
確
保
は
。
 

笳
補
助
金
は
厚
労
省
と
文
科
省
の
計

3
6
0
0
万
円
。
不
採
択
時
と
遅
延
の

対
処
は
。
 

※
現
在
建
設
中
の
給
食
セ
ン
タ
ー
補
助
金

（
1
億
5
千
万
円
）
の
不
採
択
で
全
額

町
負
担
。
又
、
北
小
校
舎
改
修
工
事
が

2
度
の
不
採
択
で
1
年
遅
れ
と
な
っ
て

い
る
。
 

笘
住
民
説
明
と
対
応
は
。
説
明
会
案
内
が

な
ぜ
北
小
校
下
の
議
員
に
限
ら
れ
た
の

か
。
 

笙
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
併
設
は
出
来
な

い
か
。
 

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
課

題
と
考
え
方
 

新
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー
 

供
用
開
始
に
あ
た
っ
て
 

さ
く
ら
中
保
育
園
建
替
え
 

課
長
　
教
育
環
境
の
向
上
な
ど
最
適
 

選
挙
投
票
率
向
上
策
を
問
う
 

部
長
　
若
者
の
意
識
調
査
を
行
う
 

高
齢
者
及
認
知
症
政
策
の
拡
充
 

部
長
　
ス
ポ
ン
サ
ー
付
停
留
所
を
募
集
 

避
難
所
の
水
道
管
耐
震
化
計
画
 

部
長
　
３３
年
度
目
標
に
6
拠
点
避
難
所
 

ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
の
提
供
は
 

部
長
　
当
面
従
来
通
り
の
対
応
と
す
る
 

英
語
版
校
歌
、
A
B
C
か
る
た
を
作

り
、
英
語
活
動
に
加
え
て
は
。
 

ア
レ
ル
ギ
ー
食
品
約
６０
品
目
中
、
対

応
可
能
な
食
品
は
。
 

保
育
所
へ
の
防
災
頭
巾
配
備
同
様
、

小
中
学
校
へ
の
配
備
の
考
え
は
。
 

現
在
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
必
要
な
対

象
者
は
。
 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
ド
ア
ツ
ー
ド

ア
の
導
入
を
。
 

免
許
返
納
者
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

無
料
等
の
実
施
を
。
 

投
票
所
の
増
設
と
選
挙
パ
ス
ポ
ー
ト

の
早
期
実
施
を
。
 

帰
宅
困
難
者
へ
の
具
体
的
対
策
 

部
長
　
休
憩
所
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
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黒瀨 泰孝 議員 渡邉 憲司 議員 

（
民
生
部
長
）
従
来
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
は
病
院
等
で
手
足
の
麻

痺
の
回
復
、
改
善
の
後
、
社
会
復
帰
す

る
た
め
の
医
学
的
な
リ
ハ
ビ
リ
に
重
点

が
お
か
れ
、
生
活
そ
の
も
の
を
重
視
し

た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
重
視
さ
れ

な
か
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
 

　
近
年
の
高
齢
化
に
よ
る
社
会
情
勢
か
ら
、

出
来
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
必
要

な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
つ
つ
、

安
心
し
て
自
分
ら
し
い
生
活
を
実
現
で

き
る
社
会
を
目
指
す
う
え
で
の
「
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
互
い
に
支
え
あ

う
共
生
社
会
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

の
理
念
に
基
づ
き
、
様
々
な
制
度
改
正

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
リ
ハ
ビ
リ
補
助
金
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
超
高
齢
化
社
会
を
目
前
に
し
て
、

国
の
方
針
で
も
あ
る
「
で
き
る
限
り
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
必
要
な
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
つ
つ
、
安
心
し
て

自
分
ら
し
い
生
活
を
実
現
で
き
る
社
会

を
目
指
す
」
た
め
に
、
社
会
情
勢
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
町
で
も
在
宅
支
援
の
一

つ
と
し
て
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
町
の
住

民
の
方
が

２４
時
間
定
期
巡
回
随
時
対
応

サ
ー
ビ
ス
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に

つ
き
ま
し
て
は
、
近
隣
市
町
で
の
サ
ー

ビ
ス
利
用
状
況
も
加
味
し
な
が
ら
、
提

供
さ
れ
て
い
る
利
用
事
業
所
の
市
町
と

利
用
に
係
る
協
議
を
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。
 

 

（
政
策
推
進
課
長
）
「
や
す
ら
ぎ
苑
」

の
具
体
的
な
改
修
内
容
は
、
「
更

新
時
期
を
迎
え
て
い
た
全
館
の
空
調
設

備
の
更
新
」
、
東
棟
１
階
に
あ
る
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
事
業
　
「
に
こ
に
こ

サ
ロ
ン
の
西
棟
移
転
」
、
に
こ
に
こ
サ

ロ
ン
を
利
用
す
る
親
子
連
れ
を
想
定
し

た
「
西
棟
へ
の
授
乳
室
、
お
む
つ
替
え
室
、

子
ど
も
用
ト
イ
レ
、
親
子
で
利
用
で
き

る
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
」
、
「
子
育

て
女
性
向
け
の
講
座
ス
ペ
ー
ス
や
相
談

室
の
設
置
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
改
修

に
よ
り
、
西
棟
全
体
を
、
子
育
て
世
代

の
女
性
に
活
用
い
た
だ
く
「
女
性
の
活

躍
推
進
拠
点
」
と
す
る
計
画
と
し
て
い

ま
す
。
 

　
ま
た
、
西
棟
に
あ
る
厨
房
・
食
堂
ス

ペ
ー
ス
を
、
親
子
連
れ
で
も
気
兼
ね
な

く
利
用
し
や
す
い
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
模
様
替
え
し
、
東
棟
の
展
望
浴
室

等
を
利
用
す
る
高
齢
者
と
、
西
棟
の
に

こ
に
こ
サ
ロ
ン
を
利
用
す
る
親
子
連
れ

に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
「
多
世
代
交

流
の
場
」
と
し
て
活
用
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
当
該
事
業
費
は
平
成

２９
年
度
に

全
額
繰
り
越
し
た
上
で
、

２９
年
度
中
に

改
修
を
終
え
る
計
画
と
し
て
お
り
、
９

月
議
会
を
め
ど
に
工
事
請
負
契
約
の
議

決
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

１０
月
か

ら
来
年
３
月
末
ま
で
を
工
事
期
間
と
し
、

来
年
３
月
末
で
改
修
を
完
了
す
る
予
定

で
す
。
 

 

（
政
策
推
進
課
長
）
今
回
の
改
修
に

よ
り
西
棟
に
整
備
す
る
「
子
育
て

女
性
向
け
の
講
座
ス
ペ
ー
ス
や
相
談
室
」

で
は
、
「
に
こ
に
こ
サ
ロ
ン
」
に
集
う

子
育
て
女
性
に
対
し
て
、
子
育
て
教
養

な
ど
の
家
庭
教
育
講
座
の
ほ
か
、
県
人

材
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
も
活
用
し
、
町
商

工
会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
「
就

労
支
援
講
座
」
と
「
就
労
相
談
」
の
拡

充
を
図
り
、
就
業
に
結
び
付
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
様
々
な
事
情
を
抱
え
る
お
子

さ
ん
や
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
の
、
い
わ
ゆ
る
「
子

ど
も
食
堂
」
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
健

康
増
進
や
居
場
所
づ
く
り
、
孤
立
防
止

の
た
め
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
岐
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
、

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
、

孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
開
催
し
て
い
る
「
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
食
事
会
」
を
展
開
し

て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
取
組
み
を
、
様
々

な
事
情
を
抱
え
る
お
子
さ
ん
に
広
げ
、

学
習
支
援
と
合
わ
せ
て
実
施
す
る
た
め

に
は
、
柔
軟
性
を
持
っ
て
食
堂
運
営
や

教
育
支
援
を
行
う
民
間
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
確
保
、
支
援
を
必
要
と
す
る

お
子
さ
ん
の
把
握
、
送
迎
等
の
課
題
を

ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

　
や
す
ら
ぎ
苑
を
活
用
し
た
、
い
わ
ゆ

る
「
子
ど
も
食
堂
」
や
「
福
祉
移
送
サ

ー
ビ
ス
」
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
地
域

に
お
け
る
教
育
分
野
・
福
祉
分
野
等
の

民
間
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

の
多
様
な
関
係
者
と
の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
り
、
改
修
完
了
後
の
平
成

３０
年
度

以
降
の
実
施
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

平
成

３１
年
以
降
の
町
の
地
域
福
祉
の
基

本
と
な
る
「
第
３
次
岐
南
町
地
域
福
祉

計
画
」
へ
の
反
映
に
つ
い
て
も
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
 

 

リハビリ風景 

サービスの一例 やすらぎ苑　東棟 

西棟に移転するにこにこサロン 

２４
時
間
定
期
巡
回
随
時
対
応
サ
ー
ビ
 

ス
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
看
護
と

違
っ
て
、
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
２４

時
間
深
夜
で
も
テ
レ
ビ
電
話
で
、
な
お
か

つ
、
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
対
応
で
き
、
朝
の

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
か
ら
食
事
介
助
・
服

薬
確
認
・
清
拭
、
そ
し
て
ト
イ
レ
介
助
な

ど
も
1
日
に
何
度
も
、
お
伺
い
し
就
寝
コ

ー
ル
ま
で
対
応
し
て
お
り
、
独
居
老
人
や

老
老
介
護
に
画
期
的
な
対
応
サ
ー
ビ
ス
な

っ
て
お
り
、
岐
南
町
と
し
て
住
民
一
人
一

人
が
自
分
の
意
思
で
自
由
に
人
生
を
過
ご

す
た
め
に
２４
時
間
定
期
巡
回
随
時
対
応
サ

ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

寝
た
き
り
の
家
族
介
護
の
問
題
点
は
、

２４
時
間
休
み
な
く
見
な
く
て
は
な
ら

な
い
事
を
は
じ
め
、
ト
イ
レ
に
車
椅
子
で

連
れ
て
行
っ
た
り
、
ま
た
は
、
オ
ム
ツ
の

取
り
換
え
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
寝
た
き
り

の
場
合
、
リ
ハ
ビ
リ
を
し
な
け
れ
ば
、
身

体
は
だ
ん
だ
ん
硬
直
し
て
い
き
、
車
椅
子

の
乗
り
降
り
は
、
も
ち
ろ
ん
、
オ
ム
ツ
の

取
り
換
え
す
ら
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
リ
ハ
ビ
リ
は
厚
生
労
働
大
臣
の

定
め
る
疾
患
患
者
は
無
料
で
リ
ハ
ビ
リ
を

受
け
る
事
が
で
き
ま
す
が
、
厚
生
労
働
大

臣
の
定
め
な
い
疾
患
患
者
は
同
じ
よ
う
に

寝
た
切
り
の
場
合
で
も
、
医
療
保
険
の
対

象
外
と
な
り
、
最
も
大
切
な
日
常
生
活
を

支
え
る
、
リ
ハ
ビ
リ
は
有
料
と
な
り
、
金

銭
的
な
負
担
は
、
も
ち
ろ
ん
、
精
神
的
な

負
担
・
時
間
的
な
負
担
・
肉
体
的
な
負
担

も
増
大
し
て
し
ま
い
、
老
老
介
護
の
負
担

は
増
え
る
一
方
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
身
体
障
害
者
の
等
級
に
応
じ
た
リ
ハ

ビ
リ
補
助
金
を
付
け
、
在
宅
介
護
の
推
進

を
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

リ
ハ
ビ
リ
補
助
金
の
推
進
 

部
長
　
町
と
し
て
在
宅
支
援
を
検
討
 

２４
時
間
定
期
巡
回
随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
 

部
長
　
近
隣
市
町
と
協
議
し
利
用
可
能
に
 

や
す
ら
ぎ
苑
の
改
修
内
容
（
ハ
ー
ド

面
）
は
。
 

改
修
後
の
や
す
ら
ぎ
苑
の
活
用
方
針

に
つ
い
て
（
ソ
フ
ト
面
）
は
。
 

や
す
ら
ぎ
苑
の
改
修
内
容
は
 

課
長
　
女
性
の
活
躍
推
進
拠
点
に
す
る
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（
民
生
部
長
）
従
来
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
は
病
院
等
で
手
足
の
麻

痺
の
回
復
、
改
善
の
後
、
社
会
復
帰
す

る
た
め
の
医
学
的
な
リ
ハ
ビ
リ
に
重
点

が
お
か
れ
、
生
活
そ
の
も
の
を
重
視
し

た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
重
視
さ
れ

な
か
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
 

　
近
年
の
高
齢
化
に
よ
る
社
会
情
勢
か
ら
、

出
来
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
必
要

な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
つ
つ
、

安
心
し
て
自
分
ら
し
い
生
活
を
実
現
で

き
る
社
会
を
目
指
す
う
え
で
の
「
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
互
い
に
支
え
あ

う
共
生
社
会
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

の
理
念
に
基
づ
き
、
様
々
な
制
度
改
正

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
リ
ハ
ビ
リ
補
助
金
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
超
高
齢
化
社
会
を
目
前
に
し
て
、

国
の
方
針
で
も
あ
る
「
で
き
る
限
り
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
必
要
な
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
つ
つ
、
安
心
し
て

自
分
ら
し
い
生
活
を
実
現
で
き
る
社
会

を
目
指
す
」
た
め
に
、
社
会
情
勢
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
町
で
も
在
宅
支
援
の
一

つ
と
し
て
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
町
の
住

民
の
方
が

２４
時
間
定
期
巡
回
随
時
対
応

サ
ー
ビ
ス
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に

つ
き
ま
し
て
は
、
近
隣
市
町
で
の
サ
ー

ビ
ス
利
用
状
況
も
加
味
し
な
が
ら
、
提

供
さ
れ
て
い
る
利
用
事
業
所
の
市
町
と

利
用
に
係
る
協
議
を
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。
 

 

（
政
策
推
進
課
長
）
「
や
す
ら
ぎ
苑
」

の
具
体
的
な
改
修
内
容
は
、
「
更

新
時
期
を
迎
え
て
い
た
全
館
の
空
調
設

備
の
更
新
」
、
東
棟
１
階
に
あ
る
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
事
業
　
「
に
こ
に
こ

サ
ロ
ン
の
西
棟
移
転
」
、
に
こ
に
こ
サ

ロ
ン
を
利
用
す
る
親
子
連
れ
を
想
定
し

た
「
西
棟
へ
の
授
乳
室
、
お
む
つ
替
え
室
、

子
ど
も
用
ト
イ
レ
、
親
子
で
利
用
で
き

る
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
」
、
「
子
育

て
女
性
向
け
の
講
座
ス
ペ
ー
ス
や
相
談

室
の
設
置
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
改
修

に
よ
り
、
西
棟
全
体
を
、
子
育
て
世
代

の
女
性
に
活
用
い
た
だ
く
「
女
性
の
活

躍
推
進
拠
点
」
と
す
る
計
画
と
し
て
い

ま
す
。
 

　
ま
た
、
西
棟
に
あ
る
厨
房
・
食
堂
ス

ペ
ー
ス
を
、
親
子
連
れ
で
も
気
兼
ね
な

く
利
用
し
や
す
い
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
模
様
替
え
し
、
東
棟
の
展
望
浴
室

等
を
利
用
す
る
高
齢
者
と
、
西
棟
の
に

こ
に
こ
サ
ロ
ン
を
利
用
す
る
親
子
連
れ

に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
「
多
世
代
交

流
の
場
」
と
し
て
活
用
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
当
該
事
業
費
は
平
成

２９
年
度
に

全
額
繰
り
越
し
た
上
で
、

２９
年
度
中
に

改
修
を
終
え
る
計
画
と
し
て
お
り
、
９

月
議
会
を
め
ど
に
工
事
請
負
契
約
の
議

決
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

１０
月
か

ら
来
年
３
月
末
ま
で
を
工
事
期
間
と
し
、

来
年
３
月
末
で
改
修
を
完
了
す
る
予
定

で
す
。
 

 

（
政
策
推
進
課
長
）
今
回
の
改
修
に

よ
り
西
棟
に
整
備
す
る
「
子
育
て

女
性
向
け
の
講
座
ス
ペ
ー
ス
や
相
談
室
」

で
は
、
「
に
こ
に
こ
サ
ロ
ン
」
に
集
う

子
育
て
女
性
に
対
し
て
、
子
育
て
教
養

な
ど
の
家
庭
教
育
講
座
の
ほ
か
、
県
人

材
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
も
活
用
し
、
町
商

工
会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
「
就

労
支
援
講
座
」
と
「
就
労
相
談
」
の
拡

充
を
図
り
、
就
業
に
結
び
付
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
様
々
な
事
情
を
抱
え
る
お
子

さ
ん
や
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
の
、
い
わ
ゆ
る
「
子

ど
も
食
堂
」
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
健

康
増
進
や
居
場
所
づ
く
り
、
孤
立
防
止

の
た
め
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
岐
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
、

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
、

孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
開
催
し
て
い
る
「
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
食
事
会
」
を
展
開
し

て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
取
組
み
を
、
様
々

な
事
情
を
抱
え
る
お
子
さ
ん
に
広
げ
、

学
習
支
援
と
合
わ
せ
て
実
施
す
る
た
め

に
は
、
柔
軟
性
を
持
っ
て
食
堂
運
営
や

教
育
支
援
を
行
う
民
間
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
確
保
、
支
援
を
必
要
と
す
る

お
子
さ
ん
の
把
握
、
送
迎
等
の
課
題
を

ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

　
や
す
ら
ぎ
苑
を
活
用
し
た
、
い
わ
ゆ

る
「
子
ど
も
食
堂
」
や
「
福
祉
移
送
サ

ー
ビ
ス
」
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
地
域

に
お
け
る
教
育
分
野
・
福
祉
分
野
等
の

民
間
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

の
多
様
な
関
係
者
と
の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
り
、
改
修
完
了
後
の
平
成

３０
年
度

以
降
の
実
施
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

平
成

３１
年
以
降
の
町
の
地
域
福
祉
の
基

本
と
な
る
「
第
３
次
岐
南
町
地
域
福
祉

計
画
」
へ
の
反
映
に
つ
い
て
も
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
 

 

リハビリ風景 

サービスの一例 やすらぎ苑　東棟 

西棟に移転するにこにこサロン 

２４
時
間
定
期
巡
回
随
時
対
応
サ
ー
ビ
 

ス
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
看
護
と

違
っ
て
、
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
２４

時
間
深
夜
で
も
テ
レ
ビ
電
話
で
、
な
お
か

つ
、
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
対
応
で
き
、
朝
の

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
か
ら
食
事
介
助
・
服

薬
確
認
・
清
拭
、
そ
し
て
ト
イ
レ
介
助
な

ど
も
1
日
に
何
度
も
、
お
伺
い
し
就
寝
コ

ー
ル
ま
で
対
応
し
て
お
り
、
独
居
老
人
や

老
老
介
護
に
画
期
的
な
対
応
サ
ー
ビ
ス
な

っ
て
お
り
、
岐
南
町
と
し
て
住
民
一
人
一

人
が
自
分
の
意
思
で
自
由
に
人
生
を
過
ご

す
た
め
に
２４
時
間
定
期
巡
回
随
時
対
応
サ

ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

寝
た
き
り
の
家
族
介
護
の
問
題
点
は
、

２４
時
間
休
み
な
く
見
な
く
て
は
な
ら

な
い
事
を
は
じ
め
、
ト
イ
レ
に
車
椅
子
で

連
れ
て
行
っ
た
り
、
ま
た
は
、
オ
ム
ツ
の

取
り
換
え
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
寝
た
き
り

の
場
合
、
リ
ハ
ビ
リ
を
し
な
け
れ
ば
、
身

体
は
だ
ん
だ
ん
硬
直
し
て
い
き
、
車
椅
子

の
乗
り
降
り
は
、
も
ち
ろ
ん
、
オ
ム
ツ
の

取
り
換
え
す
ら
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
リ
ハ
ビ
リ
は
厚
生
労
働
大
臣
の

定
め
る
疾
患
患
者
は
無
料
で
リ
ハ
ビ
リ
を

受
け
る
事
が
で
き
ま
す
が
、
厚
生
労
働
大

臣
の
定
め
な
い
疾
患
患
者
は
同
じ
よ
う
に

寝
た
切
り
の
場
合
で
も
、
医
療
保
険
の
対

象
外
と
な
り
、
最
も
大
切
な
日
常
生
活
を

支
え
る
、
リ
ハ
ビ
リ
は
有
料
と
な
り
、
金

銭
的
な
負
担
は
、
も
ち
ろ
ん
、
精
神
的
な

負
担
・
時
間
的
な
負
担
・
肉
体
的
な
負
担

も
増
大
し
て
し
ま
い
、
老
老
介
護
の
負
担

は
増
え
る
一
方
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
身
体
障
害
者
の
等
級
に
応
じ
た
リ
ハ

ビ
リ
補
助
金
を
付
け
、
在
宅
介
護
の
推
進

を
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

リ
ハ
ビ
リ
補
助
金
の
推
進
 

部
長
　
町
と
し
て
在
宅
支
援
を
検
討
 

２４
時
間
定
期
巡
回
随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
 

部
長
　
近
隣
市
町
と
協
議
し
利
用
可
能
に
 

や
す
ら
ぎ
苑
の
改
修
内
容
（
ハ
ー
ド

面
）
は
。
 

改
修
後
の
や
す
ら
ぎ
苑
の
活
用
方
針

に
つ
い
て
（
ソ
フ
ト
面
）
は
。
 

や
す
ら
ぎ
苑
の
改
修
内
容
は
 

課
長
　
女
性
の
活
躍
推
進
拠
点
に
す
る
 

● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  

ぎなん議会だより　第26号 18ぎなん議会だより　第26号 19



「議会だより」の写真を 
随時募集しています！ 

新年度予算特集 

平成29年第1回定例会 

今回のピックアップ（新総合調理センター） 

町政を問う（一般質問） 

P 

P 

P 

P

2～3 

4～5 

9 

10～19

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■
父
親
が
寝
た
き
り
に
な
り
、
１
年
以
上
た
ち
ま
し
た
が
在

宅
介
護
に
な
れ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
家
族
で
支
え

な
が
ら
在
宅
介
護
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
問
題
点
も
多
く
国

を
は
じ
め
各
市
町
村
も
考
え
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
、
今
後
も
自
分
の
経
験
や
皆
様
の
お
話
を
生
か

し
た
意
見
を
発
言
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
渡
邉
） 

 ■
「
自
ら
の
過
ち
を
指
摘
し
て
く
れ
る
人
を
、
財
宝
の
在
り

か
を
教
え
て
く
れ
る
人
の
よ
う
に
思
え
」
 

で
も
、
実
際
に
自
分
へ
の
忠
告
を
受
け
入
れ
る
の
は
、
と
て

も
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
自
分
の
欠
点
は
見
え
に

く
い
も
の
、
自
分
の
た
め
に
教
え
諭
し
て
く
れ
る
人
は
少
な

い
も
の
で
す
。
感
謝
・
感
謝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
） 

 ■
仕
事
は
常
に
人
間
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
人
間
の
つ
な
が
り

に
よ
っ
て
進
行
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
人
間
関

係
の
輪
が
大
き
く
な
れ
ば
、
同
時
に
仕
事
の
輪
も
大
き
く
な

る
。
人
間
同
士
の
信
頼
が
深
ま
れ
ば
仕
事
の
輪
の
内
容
は
豊

か
に
充
実
し
て
く
る
。
強
い
信
頼
で
結
ば
れ
た
人
間
関
係
こ

そ
す
べ
て
の
仕
事
の
基
盤
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（
大
塚
） 

 ■
新
聞
の
記
事
、
あ
る
小
学
校
の
分
数
の
授
業
で
、
４
個
の

り
ん
ご
を
３
人
で
均
等
に
わ
け
て
く
だ
さ
い
―
―
―
生
徒
の

「
ミ
キ
サ
ー
で
全
部
ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
仲
良
く
分
け
ま
す
」

と
の
答
え
に
、
立
派
な
正
解
で
す
と
あ
っ
た
。
先
入
観
が
な

い
、
新
し
い
角
度
か
ら
の
考
え
、
常
識
の
壁
を
打
ち
破
る
柔

軟
な
思
考
と
勇
気
が
視
界
を
大
き
く
変
え
る
か
も
。
（
木
下
） 

 ■
「
き
ょ
う
い
く
」
と
「
き
ょ
う
よ
う
」
の
ま
ち
。
今
日
行

く
と
こ
ろ
が
あ
る
、
今
日
用
が
あ
る
、
つ
ま
り
一
人
一
人
が

自
分
は
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
使
命
感
や
役
割
を
も
っ

て
主
体
的
に
活
動
で
き
る
街
に
し
た
い
と
い
う
愛
知
県
長
久

手
市
長
の
言
葉
。
高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い
町
と
は
、

み
ん
な
が
そ
う
思
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
（
加
藤
） 
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消
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初
め
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社
会
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祉
協
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会
理
事
会 

 

○
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
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員
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羽
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郡
広
域
連
合
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会
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度
予
算
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度
予
算
説
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会
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木
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右
岸
地
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水
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事
務
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合
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会
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例
会 
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羽
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郡
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会
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長
会 
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羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会
運
営
協
議
会 

○
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
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定
委
員
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○
地
方
財
政
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策
等
説
明
会
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合
同
懇
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○
広
報
特
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委
員
会
研
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御
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会
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国
民
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康
保
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営
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会 

○
長
縄
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会 

○
廃
棄
物
減
量
等
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会 

○
社
会
教
育
委
員
の
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会
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会
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学
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式 

○
岐
南
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水
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団
総
会 
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羽
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郡
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会
議
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会 

○
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会
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員
会 

○
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会
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会
理
事
会
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評
議
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○
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松
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大
型
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ン
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工
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○
岐
阜
羽
島
衛
生
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設
組
合
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会
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会 
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会 

○
岐
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表紙の題字 

「　　」は 

北小6年 

岩田 晃生 さんの 

作品です 

いわ こう た せい 

　
２
月
に
御
嵩
町
へ
伺
い
ま
し
た
。

御
嵩
町
議
会
は
昨
年
度
に
誌
面

を
一
新
し
、
そ
の
後
も
様
々
な

手
法
を
試
さ
れ
る
な
ど
意
欲
的

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
学
ぶ
べ
き
点
が
数
多
く
あ
り
、

我
々
も
よ
り
良
い
誌
面
を
目
指

し
改
良
を
重
ね
て
い
き
ま
す
の

で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

広
報
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た 

花を咲かせ華麗な一振り！ 
（町民ソフトボール大会） 
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